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一
)
度
会
氏
の
山
宮
祭

　　
　

以
前
か
ら
伊
勢
神
宮
の

「山
宮
祭
」

に
つ
い
て
は
、
い
く
た
び
か
論
じ
て
い
る
。

あ
ら
た
め
て
こ
の
論
考
を

「山
宮
」

の
こ
と
か
ら
始
め
る
の
は
、
度
会
氏
の
祭
、

山
宮
祭
と
氏
神
信
仰
を
整
理
し

て
、
伊
勢
山
田
の
陰
陽
師

の
姿
を
明
ら
か
に
し
た

い
た
め

で
あ
る
。
そ
の
視
点
か
ら
謡
曲

『
歌
占
』

へ
と
論
は
及
ぶ
。
「歌
占
人
」

に
つ
い
て
論
じ
て
、
二
見
の
陰
陽
師

と
の
つ
な
が
り
に
言
及
し
て
み
た
い
。
そ
こ

か
ら
伊
勢
の

「八
王
子
信
仰
」
の
か

た
ち
を
眺
め
て
み
た
い
。

ま
ず
は
山
宮
祭
か
ら
始
め
よ
う
。
内
宮
、
外
宮
と
も
に

「山
宮
祭
」
は
執
り
お

こ
な
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
外
宮
の
場
合
を
取
り
あ
げ
て
み
た
い
。
山
宮
祭
と
は
、

外
宮
度
会
氏

の
先
祖
を
祭
る
神
事
で
あ
る
。
「
山
宮
之
神
事
之
事

ハ
度
会
氏
之
祖

先
神
霊
執
行
之
事
也
」
(『常
明
寺
別
当
職
年
中
行
事
式
』
神
宮
文
庫
蔵
)
と
あ
る

よ
う
に
、
祖
霊
の
祭
で
あ
る
。
そ
の
祭
の
庭
は
、
い
く
た
び
か
変
遷
を
か
さ
ね
て

い
る
。
こ
こ
に

『勢
陽
雑
記
』
か
ら

「山
宮
が
谷
」
を
引

い
て
み
よ
う
。

此
谷
に
て
山
宮
の
神
事
と
い
ふ
は
毎
年
霜
月

の
下
旬

に
吉
日
を
撰
び
米
、
大

豆
、
麹
、
酒
、
塩
、
柑
子
、
海
藻
、
香
、
灯
心
、
松
、
油
、
等
種
々
の
供
物

を
調
進
し
て
正
禰
宜
権
禰
宜
集
会
し
て
、
面
々
竈
を
ぬ
り
、
火
を
焼
き
酒
宴

し
て
祭
る
事
あ
り
。
是
妙
見
星
を
祭
る
と
也
。
山
宮

の
神
事

の
祝
詞
に
も
妙

見
星
を
祭
り
て
田
園
五
穀
養
蚕
を
祈
る
と
有
り
。
亦
古
老

の
伝

に
、
古
は
高

原
ノ
前
山
に
て
祭
り
し
を
、
後
に
此
所
里
近
き
に
便
り
て
祭
り
し
也
。
泰
山

府
君
を
祭
る
な
り
、
共
い
ふ
。
鼓
が
岳
は
当
地
の
名
山
な
れ
ば
山
祭
り
に
て

も
あ
る
べ
し
。
山
を
祭
る
に
、
妙
見
星
、
又
我
氏
人
に
恵
み
あ
る
由
来
あ
れ

ば
あ
わ
せ
祭
る
に
や
。
山
宮

の
祝
詞
を
按
ず
る
に
、
寛
平
二
年
以
来

の
例
を

用
ひ
て
祭
る
と
い
ふ
詞
有
り
。
又
云
ふ
、
当
祭
は
於
二継
橋
郷
前
山
辺
一錐
レ

令
レニ勤
行
一。
撰
二
定
清
浄
地
於
滝
谷
一。
建
武
二
年
祈
奉
レ遷
二
祭
庭
於
当
地

一

也
継
橋
郷
前
山
辺
か
ら
、
岩
戸
山

の
東
麓
、
滝
谷

へ
、
さ
ら
に
建
武
二
年
、
通
称

「山
宮
の
谷
」

に
遷

っ
た
と
い
う
。
十

一
月
下
旬
、
外
宮
の
正
権
禰
宜
な
ど
が
参

加
し
て
、
先
祖
に

「
田
園
五
穀
養
蚕
」
の
豊
か
な
ら
ん
こ
と
を
祈

っ
た
と
い
う
。

こ
こ
に
神
祭
の
次
第
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
が
、
も
う
す
こ
し
く
わ
し
く

『外
宮
年

中
祭
祀
行
事
大
略
』
(神
宮
文
庫
蔵
)
を
調
べ
て
み
よ
う
。

十

一
月
下
旬
、
山
宮
、

辰
刻
人
長
按
内
を
申
、
禰
宜
権
官
物
忌
参
宮
神
拝
し
て
山
宮
の
祭
場
に
行
、

人
長
湯
紙
を
持
来
て
手
水
す
、
物
忌
渓
水
に
て
手
を
洗
ひ
、
各
舗
設
に
列
座

す
、
物
忌
座
を
起
椎
萱
を
以
て
山
宮

の
御
殿
又
御
棚
を
営
構
す
、
時
に
禰
宜

座
を
起
て
其
御
殿
御
棚
を
見
分
す
、
次
に
強
飯
饗
膳
盃
酌
有
て
、
又
人
長
湯

紙
を
持
来
て
禰
宜
権
官
手
を
洗
ふ
、
物
忌
座
を
起
渓
水
に
て
手
を
洗
ひ
て
神

供
を
御
殿
に
調
進
し
、
禰
宜

の
奉
る
幣
串
を
物
忌
取
て
御
殿
御
棚
の
前
に
刺

立
、
長
者
の
禰
宜
座
を
起
御
殿
の
前

に
て
祝
詞
を
宣
、
人
長
又
銭
切
散
米
を
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ま
く
、
次
に
物
忌
神
供
を
撤
し
、
長
者

の
従
者
各
座

に
持
来
り
て
こ
れ
を
い

た
＼
き
、
御
殿
御
棚
を
殿
ち
破

り
て
各
座
を
起

て
帰
館
す
、
装
束
、
禰
宜
衣

冠
、
権
官
狩
衣
、
正
副
物
忌
、
政
所
狩
衣
、
人
長
白
張
、

禰
宜
、
権
官
、
物
忌
ら
参
宮
し
て
祭
場
に
向
か
う
。
ま
ず
谷
水
に
て
手
を
洗
い
、

椎

・
萱
を
し
て
棚
を
し

つ
ら
え
、
仮
棚
を
作

っ
て
、
神
を
迎
え
る
準
備
と
す
る
。

つ
ぎ
に
神
前
に

「強
飯
饗
膳
」
あ
り

て
、
「
盃
酌
」
を
い
た
だ
く
。

つ
ま
り
、
神

人
共
食

の
場
と
な
る
。
長
者

の
禰
宜
は
仮
設
の
御
殿
の
前
で
、
祝
詞
を
あ
げ
、
散

米
あ
り
。
終
わ
り
て
、
神
供
を
撤
し

て
神
棚
を
殿
し
、
神
宮
に
帰
る
こ
と
に
な
る
。

簡
単

に
い
え
ば
、
椎

・
萱
を
も

っ
て
仮
宮
を
造
り
、
神
を
勧
請
し
て
神
人
土
ハ食
の

宴
を
行
う
。
祝
詞
を
あ
げ
て
祈
願
と
す
る
。
祭
を
終
え
る
と
仮
宮
は
殿
さ
れ
る
。

こ
れ
が
神
祭
の
次
第
で
あ
る
。
柳
田
國
男
は
こ
の

「
山
宮
」
を
、
「
凡
俗

の
眼
に

　　
　

は
見
え
な
い
祖
霊
の
隠
れ
宮
」
と
称
し
て
い
る
。

し
か
し
そ
の

「
祖
霊
の
祭
」
を
、

『
勢
陽
雑
記
』
は
、
「
妙
見
星
」
を
祭
り
、

「泰
山
府
君
」
を
祭
る
と
す
る
。
不
思
議
な
こ
と
で
あ
る
。
仮
宮
の
前

で
唱
え
ら

れ
る

『
山
宮
祭
祝
詞
』
(神
宮
文
庫
蔵
)
に
も
、

妙
見
大
菩
薩
御
門
人
日
本
朝
東
海
道
伊
勢
国
度
会
郡
沼
木
郷
河
原
村
仁
居
住

須
留
掛
畏
豊
受
太
神
宮

一
禰
宜
従
四
位
下
全
彦
二
禰
宜
正
五
位
下
満
彦
禰
宜

同
常
和
禰
宜
同
貞
和
禰
宜
同
因
彦
禰
宜
同
常
生
禰
宜
同
常
有
禰
宜
同
常
久
禰

宜
同
継
彦
禰
宜
同
常
副

結
縁
同
心
仁
志
天
奉
仕
須
留

と
い
う
ぐ
あ
い
に
、
妙
見
大
菩
薩
の
祭
に
し
た
が
う
、
全
彦
禰
宜
以
下
、
度
会
祠

官
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
妙
見
星
や
泰
山
府
君
は
、
の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
、

陰
陽
道
の
神
で
あ
る
。
い
や
し
く
も
伊
勢
神
宮
神
官
の

「祖
霊
の
祭
」
が
、
陰
陽

道
の
神
を
祭
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
何
か
子
細
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。

こ
の
祭
に
陰
陽
道
は
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
る
の
か
。

(
二
)
岡
崎
宮
妙
見
本
縁

外
宮
に
は
、
も
う

一
つ
山
宮
の
祭
場
が
あ
る
。
「岡
崎
宮
」

で
あ
る
。
『岩
屋
本

縁
記
』
(神
宮
文
庫
蔵

・
寛
文
二
年
写
本
)
か
ら
、
「
岡
崎
宮
妙
見
本
縁
」
を
示
し

て
み
る
。
岡
崎
宮
妙
見
堂
の
縁
起
で
あ
る
。

妙
見
本
願
度
会
氏
遠
祖
大
神
主
飛
鳥
末
孫
大
内
人
高
主
、
貞
観
元
年
己
卯
十

一
月
十
五
日
、

一
子
前
大
物
忌
子
、
入
二御
賛
河

一卒
去
、
〈
十
五
才
V
、
即

時
従
二御
賛
河
淵
底

一而
、
得
二妙
見
星
童
形
像

一、
奉
レ居
二
尾
部
御
陵
以
西
小

田
岡
崎
宮
霊
地
一利
、
祈
二氏
人
之
繁
昌
一、
袋
貞
観
二
年
十

一
月
十
五
日
、

一
胞
二
人
男
子
生
、
宗
雄

・
冬
雄
是
也
、
同
三
年
十

一
月
十
八
日
、
同
胞
二

人
子
生
、
春
海

・
秋
蚊
是
也
、
同
四
年
十

一
月
十
五
日
、
亦
同
胞
二
人
男
子

所
生
、
冬
綿

・
春
彦
是
也

仁
和
四
年
十

一
月
十
八
日
神
主
春
彦
任
二
妙
見
尊
星
王
霊
託

一率
二
氏
人
等
一

向
二清
浄
山
谷
一奉
レ祭
二本
地
妙
見
大
菩
薩
日
光
月
光
十
二
神
王
二
十
八
宿
諸

天
三
宝
孔
雀
王
帝
釈
神
等
一也
、
以
遊
年
戌
亥
位
歳
為
祭
年
也
、
今
号
二山
宮

祭
一是
也
、
凡
岡
崎
宮
座
妙
見
北
斗
尊
星
者
神
主
等
妻
子
専
供
養
尊
重
帰
依

相
応
験
仏
也
、
此
尊
之
変
化
之
星
者
名
日
軸
星
所
居
之
宮
殿
名
之
日
紫
微
宮

軸
星
者
国
王
也
、
故
名
之
日
一
字
金
輪
也
諸
星
主
也
、
須
弥
頂
上
有
宮
殿
名

紫
微
也
身
余
星
三
万
五
十
由
旬
那
下
在
之
宿
曜
道
此
金
輪
習
四
辟
不
動
亦
軸

星
付
星
七
星
九
曜
十
二
宮
亦
八
宿
凡
六
禽
天
五
行
日
月
五
星
地
五
行
木
火
土

金
水
五
大
也

本
云
永
保
二
年
二
月
八
日

一
校
了

常
明
寺
別
当
性
順
書
写
畢

寛
文
二
壬
寅
年
四
月
十
八
日
書
写
畢

権
禰
宜
従
五
位
上
度
会
神
主
常
基

そ
の
昔
、
貞
観
元
年
の
こ
と
、
度
会
氏
の
遠
祖
高
主
神
主
の

一
人
娘
、
十
五
歳

の
大
物
忌
子
が
、
御
賛
川
の
流
れ
に
入

っ
て
亡
く
な

っ
た
。
た
だ
ち
に
淵
の
底
を

探
し
て
も
、
亡
骸
は
見
当
ら
ず
、
こ
の
妙
見
の
霊
像
を
感
得
し
た
。

こ
れ
を
安
置

し
た
の
が
岡
崎
宮
、
す
な
わ
ち
最
初
の
山
宮
祭
場
で
あ
る
。
父
の
高
主
が
家
で
は
、

次
の
年
の
十

一
月
十
五
日
か
ら
、
毎
年
同
じ
月
の
同
じ
頃
に
、
三
年
続
け
て
男
子

の
双
子
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
六
人
の
男
の
子
の
六
ば
ん
目
が
、
春
彦
、
す
な
わ
ち

天
神
の
末
社
の
白
大
夫
の
こ
と
だ
と
い
う
俗
伝
の
あ
る
人

で
、
こ
の
春
彦
が
、
岡
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崎
宮
の
霊
託
に
基
づ
い
て
、
仁
和
四
年
、
十

一
月
十
八
日
、
始
め
て
清
浄
の
山
谷

に
日
月
諸
星
二
十
八
宿
五
星
を
祭

っ
た
の
が
、
山
宮
祭
の
起
原
だ
と
い
う
。

こ
の
岡
崎
宮
に
、
妙
見
星
、
す
な
わ
ち
、
北
斗
七
星
が
祀
ら
れ
る
。
そ
こ
は
、

か

つ
て
尾
部
山
の
御
陵

の
あ

っ
た
と

こ
ろ
。
常
明
寺
域
内
な
る
岩
窟
を
云
う
が
、

妙
見
堂
の
東
北
三
丁
ば
か
り
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
尾
上
の
岡
崎
に
存
す
る
の

が
、
岡
崎
宮
で
あ
る
。
「岡
崎
宮
妙
見
本
縁
」

は
、
度
会
春
彦
が
、
妙
見
星
を
奉

じ
て
、
山
宮
祭
を
お
こ
な

っ
た
の
を
、

こ
こ
岡
崎
宮
と
す
る
。
そ
れ
が
変
転
を

へ

て
、
「
山
宮
の
谷
」
と
な

っ
た
と
い
う

こ
と
だ
ろ
う
。

度
会
氏
に
は
二
門
と
四
門
が
あ
り
、
春
彦
は
二
門
に
属
す
る
。
度
会
氏
の
中
祖

乙
乃
古
命
に
は
四
男
あ
り
、

一
は
爾
波
、
二
は
飛
鳥
、
三
は
水
通
、
四
は
小
事
、

と
い
う
。
そ
の
う
ち

一
と
三
の
家
系

は
絶
え
て
、
飛
鳥
と
小
事
の
末
蕎
の
み
が

つ

づ
い
た
。
し
た
が

っ
て
度
会
姓

で
も
、
飛
鳥
の
末
商
を
二
門
、
小
事
の
方
を
四
門

と
称
し
た
。
松
木
、
檜
垣
、
宮
後
、
久
志
本
な
ど
は
二
門
、
出
口
、
藤
波
、
廣
田

な
ど
は
四
門
で
あ
る
。
春
彦
は
、
二
門
飛
鳥
の
末
孫
で
あ
り

(『元
徳
注
進
度
会

系
図
』
元
徳
元
年

・
=
二
二
九
)
、
春
彦
の
後
喬
は
松
木
氏
を
継
い
だ
と
い
う
。

少
な
く
と
も
、
系
図
を
た
ど
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
、
春
彦
と
陰
陽
道
の
か
か

わ
り
は
見
え
て
こ
な
い
。
岡
崎
宮

(妙
見
堂
)

に
度
会
春
彦
が
、
妙
見
星

(北
斗

七
星
)
を
祭
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
『藤
園
雑
纂
』
(神
宮
文
庫
蔵
)
に

つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。

妙
見
堂

ノ
コ
ト
石
屋
本
縁

二
載

ス
ル
故
事
覚
束
ナ
キ

コ
ト
ナ
リ
。
但
シ
高
主

モ
春
彦
モ
陰
陽
道
信
向

ノ
人

ナ
リ
。
尤

モ
妙
見
星
ヲ
祭
ル
コ
ト
、
此
頃

一
般

ノ
風
儀

ニ
テ
、
山
宮
祭
ト
云
フ
モ
太
山
府
君
ヲ
祭
ル
ナ
リ
。
山
宮
祭
ト
云

コ

ト
ハ
山
君
祭
ト
称

ヘ
タ
ル
山
君

ヲ
山
宮

ト
ナ
セ
ル
ニ
テ
、
山
君
ス
ナ
ハ
チ
太

山
府
君

ノ
略
称

ニ
テ
北
辰
星

ノ
コ
ト
ナ
リ
。

山
宮
祭
に

一
族
を
率
い
て
妙
見
星
を
祀
る
高
主
や
春
彦
を

「陰
陽
道
信
仰
の
人
」

と
す
る
。
だ
が
、
事
実

で
は
な
い
。
後
人
が
春
彦
を

「
陰
陽
道
信
仰
の
人
」
と
し

て
祭

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
か

つ
て
、
度
会
二
門
が
、
妙
見
星
を
奉
じ
て
、
山

宮
祭
を
営
ん
だ
こ
と
を
、
春
彦
に
託
し
て
伝
え
た
の
だ
ろ
う
。
双
生
児
の
誕
生
が
、

伊
勢
の

「歌
占
人
」

三
年
に
わ
た

っ
て
つ
づ
い
た
と
い
う
の
も
、
後
に
作
ら
れ
た

「神
話
」
と
考
え
ら

　ヨ
　

れ
る
。
そ
の
祭
に
、
陰
陽
道
を
奉
じ
る
人
々
が
、
な
に
が
し
か
か
か
わ

っ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
「石
屋
本
縁

二
載

ス
ル
故
事
覚
束

ナ
キ

コ
ト
ナ
リ
」
と
云
う
の

で
あ
れ
ば
、
「
岡
崎
宮
本
縁
」
は
、
事
実
で
は
な
く
、
伝
承
と
す
べ
き
な
の
だ
ろ

う
。
か
り
に
伝
承
と
し
て
も
、
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
の
か
。
知
り
た
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。

(三
)
山
田
郷
産
土
八
社
の
御
頭
神
事

伊
勢
山
田
の
陰
陽
師

の
活
動
が
う
か
が
え
る
の
は
、

「八
王
子
社
祝
」
の
記
事
で
あ
る
。

此
社
は
神
宮

に
拘
は
ら
ず
、
村
人
の
沙
汰
な
れ
ば
、

て
仕

へ
し
め
し
な
ら
ん
。

『
神
宮
典
略
』

に
の
る

社
祝

の
代
り
に
巫
を
も

二
門

(※
度
会
氏
)
氏
社
に
は
博
士
の
祝
詞
を
申
す
よ
し
を
記
し
た
り
。

か
く
巫
と
い
ひ
博
士
と
い
ふ
の
は
、
男
巫
に
て
、
今

の
世
に
い
は
ゆ
る
陰
陽

師
の
事
な
り
。
[今
も
此
社
は
其
村
の
陰
陽
師
此
社
の
祭
を
預
か
れ
り
と
云
。]

委
し
く
知
り
が
た
し
。
[今
も
此
社
は
其
村

の
陰
陽
師
此
祭
を
預
か
れ
り
と

云
。
]
委
し
く
は
知
が
た
し
。

こ
こ
に
い
う

「
八
王
子
」
は
内
宮

・
中
村
の
社
い
う
。
以
下
、
山
田
の
産
土
社

に

つ
い
て
述

べ
る
。
山
田
の
産
土
八
社
で
は
、
正
月
八
日
、
三
月
三
日
、
九
月
九

日
に
社
神
楽
が
と
り
お
こ
な
わ
れ
た

(「神
楽
中
小
日
記
」)
。
八
社
と
は
、
大
社
、

藤
社
、
茜
社
、
坂
村
社
、
今
村
社
、
牛
頭
社
、
箕
曲
社
、
こ
れ
に
吹
上
町
の
世
木

社
が
加
わ
る
。
世
木
社
は
、
外
宮
摂
社
に
し
て
、
度
会
氏
の
氏
神

・
天
牟
羅
雲
命

を
ま

つ
る
と
い
う
。

こ
の
八
所
の
社
神
楽
に
つ
い
て
、
『
神
都
雑
事
記
』
(神
宮
文

庫
)
は
、
彼

ノ
役
人

(※
神
楽
役
人
)
等
ノ
初
ヲ
尋
ヌ
ル
ニ
、
山
田

二
散
所

ス
ル
八
所

ノ
氏
神
社

ノ
神
楽
男

ニ
テ
、
往
古

ヨ
リ
正
月
十
五
六
日
、
或

ハ
彼

ノ
社

々
ニ

テ
神
楽

ヲ
奏

シ
社
神
楽
ト
イ

ヘ
リ
。
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伊
勢

の

「歌
占
人
」

と
い
う
ふ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
御
師
の
家
の
伊
勢
神
楽
は
、
産
土
社
の
神
楽
役

人
を
雇

っ
て
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う

の
で
あ
る
。
外
宮
の
産
土
八
社
の
神
楽
に
つ

い
て
は
、
本
田
安
次
が
、
そ
の
歴
史
を
簡
略
に
ま
と
め
て
い
る
の
で
、
長
く
な
る

　る
　

が
そ
れ
を
引
い
て
、
説
明
に
か
え
た

い
。

こ
の
神
楽

(※
伊
勢
神
楽
)
と

い
ふ
の
は
、
古
く
よ
り
外
宮
の
御
師
に
よ

つ

て
と
り
行
は
れ
て
き
た
も
の
で
、
願
主
の
申
出
に
よ
り
、
役
宅
を
清
め
、
神

殿
に
神
座
を
設
け
て
、
こ
れ
に
両
宮
を
勧
請
申
し
、
御
師
の
下
に
あ

つ
た
神

楽
役
人
達
が
大
勢
参
集
し

て
行

つ
た
も
の
で
あ
る
。
(中
略
)

こ
の
神
楽
に

携

つ
て
ゐ
た
神
楽
役
人
と
い
ふ

の
は
、
毎
事
問
に
も
い
ふ
や
う
に
、

田
の
八
ケ
所
に
あ

つ
た
氏
神
の
社
に
属
し
て
ゐ
た
神
楽
男
で
あ

つ
た
。

ら
は
中
古
以
来
、
神
宮
に
奏
進
す
る
臨
時
祭
の
楽
舞
を
離
宮
院
に
於
て
執
行

し
来

つ
た
大
中
臣
の
氏
人
以
下

の
歌
人
、
歌
女
、
琴
生
、
笛
生
、
神
人
、
市

女
等
の
喬
で
あ

つ
た
と
思
は
れ

る
が
、
世
は
戦
乱
に
及
ん
で
離
宮
院
も
興
廃

し
、
久
し
く
臨
時
祭
も
行
は
れ
ず
、
神
領
等
も
だ
ん
く

失
は
れ
る
に
至

つ

も
と
山
こ
れ

て
、
楽
人
達
は
各
社
に
属
し
、
社
神
楽
と
い
ふ
の
を
と
り
行

つ
て
き
た
。
尤

も
、
社
神
楽
そ
の
も
の
の
歴
史

は
、
も
の
に
現
れ
た
と
こ
ろ
で
も
、
建
久
に

ま
で
派
る
こ
と
が
出
来
る
。

伊
勢
神
楽
の
衰
運
に
あ

っ
て
、
神
宮
の
庇
護
を
失

っ
た
神
楽
役
人
は
、
山
田
各

所
の
産
土

・
八
王
子
社
に
属
し
て
い
た
。
か
れ
ら
は
御
師
の
下
に
あ

っ
て
、
産
土

社
に
神
楽
を
奉
納
す
る
役
に
携
わ

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
歴
史
は
、
鎌
倉
建
久
の

代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
い
う
。

山
田
の
産
土
八
社
の
祭
は
、
氏
神

の
祭
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
氏
神
と
は
、
本

来
、
氏
神
に
奉
仕
し
て
い
る
人
々
の
祖
先
の
霊
魂
を
神
と
し
て
祀

っ
た
も
の
と
考

　う
　

え
ら
れ
て
い
た
。
祝
詞
を
奏
し
て
、
神
霊
を
招
き
下
ろ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ

の
氏
神
祭
の
神
楽
に
、
「社
祝
」

に
代
わ

っ
て
、
奉
仕
す
る
の
が

(『神
宮
典
略
』

(「八
王
子
社
祝
」)
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社

に
属
す
る

「博
士
」
、
「
巫
」、

い
わ
ゆ
る
陰

陽
師
な
の
で
あ
る
。
の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
、
彼
ら
陰
陽
師
は
、
土
御
門
家
支
配

下
の

「陰
陽
師
」
と
は
別
に
、
民
間

に
い
て
ト
占
に
し
た
が
う
暦
陰
陽
師
で
あ

っ

た
。
彼
ら
は
八
王
子
社
に
属
し
て
、
産
土
祭
の
行
儀
に
し
た
が

っ
て
い
た
。

『
宮
川
夜
話
草
』
(巻
之
四
)
は
、
「御
頭
神
事
」
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
報

告
し
て
い
る
。

毎
正
月
十
五
日
三
日
山
田
市
中
処
々
に
此
事
あ
り
、
土
人
産
土
祭
ト
云
、
昔

は
魔
払
な
り
と
て
箕
を
ニ
ツ
合
せ
て
獅
子
頭
の
形
を
作
り
祭
終
れ
ば
焼
払
し

な
り
、
今
も
隣
郷
に
は
然
せ
り
、
今
の
御
頭
と
い
ふ
も
の
い

つ
れ
の
頃
よ
り

か
獅
子
頭
の
数
八
、
彩
色
を
施
し
数
百
年
を
経
れ
ば
里
人
産
土
神
の
神
体
と

覚
え
り
、
さ
れ
ど
此
祭
終
れ
ば
、
橋
の
上

に
持
行
太
刀
に
て
伐
払
ふ
事
あ
り
、

彼
焼
捨
し
に
代

へ
し
も
の
に
や
、
此
祭
正
徳
の
頃
迄
は
夜
陰
な
れ
は
所
々
大

炉
火
と
い
ふ
も
の
有
て
今
も
然
り
、
又
積
木
と
い
ふ
も
の
あ
れ
は
彼
是

一
な

り
と
覚
ゆ
、

御
頭
神
事
の
獅
子
舞
を
終
え
て
、
夜
陰
に
火
は
焚
か
れ
、
橋
の
上

で

「魔
」
は

祓
い
や
ら
れ
る
。
こ
れ
は
現
代
の
民
俗
に
照
ら
せ
ば
、
小
正
月
の

「塞

の
神
送
り
」

で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
度
会
氏
の
産
土
の
神
は
送
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
神
事
に
奉
仕
し
て
、
陰
陽
師
は
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
は
た
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
。

そ
れ
に

つ
い
て

『
神
民
須
知
』

(「産
土
神
社
獅
子
」)
は
、

つ
ぎ

の
よ

う
に
述
べ
る
。

山
田
郷
産
土
神
社
々
有
。
大
社
、
藤
社
、
茜
社
、
坂
村
社
、
今
村
社
、
牛
頭

社
、
箕
曲
社
、
落
獅
子

[此

一
座
社
地
無
]
。
総
テ
八
社
也
。
(中
略
)

夫

レ
山
城

ノ
国
祇
園

ノ
社

ハ
素
菱
鳴

ノ
尊

ニ
テ
、
牛
頭
天
王
ト
モ
武
塔
天

神
ト
モ
申

ス
。
行
疫

ヲ
払
ヒ
除

ル
ノ
神
徳

マ
シ
マ
ス
。
其
昔
山
田
郷
疫
癒
流

行

ノ
時
、
人
民
此

ノ
神

(※
産
土
神
獅
子
)

ヲ
祭
リ
疫
属

ヲ
免
シ
ニ
由

テ
即

郷
々
ノ
産
土
神
ト
崇
祀
シ
ナ
ル
ベ
シ
。
俗

二
尾
頭
ト
云

ハ
獅
子
也
。
祇
園
ノ

社

二
獅
子
有
。
(中
略
)
此

ノ
祇
園

ノ
獅
子

二
倣
ヒ
、
山
田
産
土
神
社

モ
祇

園
ト
同
神
ナ
ル
故
、
社

二
獅
子
ヲ
納
メ
置
。
正
月
十
五
六
日
其
社
々
神
事

ニ

テ
獅
子
出
テ
、
其
産
土
ノ
封
域

ヲ
廻
リ
テ
獅
子
舞

ヲ
ナ
ス
ナ
ル
ベ
シ
。

(後

略
)

「御
頭
」
の
獅
子
を
ま
わ
す
こ
と
。
そ
れ
に
よ

っ
て
山
田
郷
に
践
雇
す
る
疫
属
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を
祓

い
や
る
こ
と
。
そ
れ
が
彼
ら
の
仕
事
で
あ

っ
た
。
八
社

の
神
は
、
「
祇
園
ト

同
神
」

の

「牛
頭
天
王
」

で
あ
り
、
「素
菱
鳴

ノ
尊
」

で
あ

っ
た
。
『神
民
須
知
』

(「産
土
神
社
獅
子
」
)
は
、
牛
頭
天
王
と
八
王
子
に

つ
い
て
、

右

ノ
産
生
神

ハ
素
菱
鳴
尊
也
、

或

ハ
八
王
子
ト
モ
云
、
所
レ謂
八
王
子
ト
ハ

量
蓋
内
伝
日
、
牛
頭
天
王
凌
二南
海

一到
二龍
宮
一、
龍
王
出
迎
、
天
王
遂
嬰
二

頗
梨
女
一、
既
而
経
レ年
誕
二
八
王
子
一、

と
述

べ
て
い
る
。
産
土
社

の
陰
陽
師

は
、
後
に
の
べ
る

「八
王
子
祭
文
」
を
読
諦

し
て
、
山
田
郷
の
疫
癒
を
祓

い
や

っ
た
の
で
あ
る
。
牛
頭
天
王
と
龍
宮
の
姫
君

・

頗
梨
女
の
間
に
生
ま
れ
た
八
人

の
王

子
、

こ
の
八
王
子
信
仰
に
つ
い
て
、
箕
曲
社

を
取
り
あ
げ
て
、
も
う
少
し
く
わ
し
く
論
じ
て
み
よ
う
。

(
四
)
山
田
箕
曲
郷

・
箕
曲
社

の
陰
陽
師

み

の

わ

山
田
箕
曲
郷
、
そ
の
郷
域
は
、
現
伊
勢
市
吹
上

・
河
崎

・
船
江

・
馬
瀬
町
、
現

御
薗
村
王
中
島
な
ど
の
、
勢
田
川
中
下
流
域
左
岸

一
体

に
比
定
さ
れ
る

(『
一二
重

県
の
地
名
』)
。

勢
田
川

二
傍
テ
水
際

ノ
郷
名
ナ
リ
。
今
箕
曲
神
社
旧

ハ
外
宮
域

ノ
艮
位

ニ
ア

リ
其
地
モ
箕
曲
ト
称

ス

と

『
勢
陽
五
鈴
遺
響
』
(度
会
郡

「
箕
曲
」)
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
郷
内
に
は
、

勢
田
川
が
流
れ
、
水
の
神
を
祭

っ
て
い
る
。
河
原
社

・
河
原
淵
社

・
毛
理
社

(杜

社
)
の
三
社
が
あ
り
、
度
会
氏
の
遠
祖

「天
牟
羅
雲
命
」
を
祭
神
と
す
る
。

そ
の
昔
、
郷
民
は
、
た
び
た
び
洪
水
の
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
外
宮

摂
社

「
箕
曲
氏
社
」
に
つ
い
て
、
『
二
宮
管
社
沿
革
考
』
(巻
五
)
は
、

此
社

ハ
長
徳
検
録

二
日
ク
、
箕
曲

ノ
氏
社
ト
云

ヘ
リ
。
寛
文
三
年
諸
社
再
興

ノ
時
当
社

モ
造
営
ア
リ
。
(中
略
)
土
俗
流
社
ト
称
ス
。
(中
略
)
「杉

の
落

葉
」

二
云
ク
、
昔
洪
水
ア
リ
テ
此
社
流
漂
シ
、
幸
田
ノ
辺

二
流

レ
止
リ
タ
ル

ヲ
、
俗

二
流
社
ト
呼
来
リ
、

と
記
録
し
て
い
る
。
た
び
た
び
勢
田
川
の
洪
水
に
見
舞
わ
れ
て
、
社
祠
そ
の
も
の

伊
勢
の

「歌
占
人
」

が
、
流
さ
れ
た
。
そ
の
故
に

「流
社
」
と
称
さ
れ
た
。
箕
曲

の
氏
神
社
と
さ
れ
、

外
宮
氏
神
八
社
の
う
ち
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
先

に
述

べ
た
よ
う
に
、

こ
の
箕
曲
社

で
も
牛
頭
天
王
の
祭
は
行
わ
れ
て
い
る
。
『
勢
陽
五
鈴
遺
響
』
(度
会

郡

「箕
曲
氏
社
跡
」)
に
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
記
録
が
見
え
る
。

古
昔

ハ
八
社
八
頭
ア
リ
ト
云
其
謂

ハ
実
々
他
邦

ノ
獅
子
頭

ニ
ハ
ア
ラ
ス
素
蓋

鳥
尊
ノ
所
斬
ノ
八
岐
犬
蛇

ノ
頭

ヲ
表
セ
シ
ナ
リ
。
其
故

ハ
頭
上

一二

角
ア
リ
。

「御
頭
祭
」

の
八
頭
の
獅
子
頭
に
は
、

一
角
の

「角
」
あ
り
と
い
う
。

こ
の
獅

子
頭
が
、
箕
曲

の
郷
域
を
巡

っ
て
、
疫
属
の
害
の
安
ら
か
な
ら
ん
こ
と
を
祈

っ
た

の
で
あ
る
。

そ
の
牛
頭
天
王

の
祭
に
し
た
が

っ
た
神
楽
役
人
は
、
山
田
産
土
八
社

の
陰
陽
師

で
あ
る
。
『勢
陽
五
鈴
遺
響
』
(度
会
郡

「箕
曲
氏
社
跡
」
)
は
、
箕
曲
社

の
陰
陽

師
の
す
が
た
を
伝
え
て
い
る
。

箕
曲
氏
ト
称

ス
ル
ハ
度
会
荒
木
田
外
ノ
異
姓

ニ
シ
テ
未
其
姓

ハ
祠
官

ニ
ナ
キ

処
ナ
リ
今
其
地

二
居
住

ス
ル
暦
造
家

二
箕
曲
ト
称

ス
氏
族

ア
リ
是
古
昔

ノ
和

泉
橡
ノ
類
ナ
ル
ヘ
シ
其
氏
族

ノ
崇
祀
ス
ル
処
ノ
神
祀

ニ
シ
テ
今
外
宮

ノ
末
社

ノ
列

二
入

レ
リ
。

箕
曲
と
称
す
る
氏
族
は
、
「暦
造
家
」
に
し
て
、
い
に
し
え
の

「
和
泉
縁
ノ
類
」

で
あ
ろ
う
、
と
い
う
。
彼
ら
が
仕
え
る
箕
曲
社
が
、
「和
泉
橡
」
と
い
う
こ
と
ば

を
解
く
カ
ギ
と
な
る
。

『
三
方
会
合
諸
旧
例
書
』
が
記
録
す
る

「
暦
陰
陽
師
白
人
人
数
並
暦
之
事
」
を

　　
　

見
れ
ば
、
「暦
陰
陽
師
」
な
る
記
事
が
あ
る
。

一
、
暦
陰
陽
師
拾
四
人

但
シ
先
年

ハ
箕
曲
主
水
、
保
利
田
山
城
、
若
太
夫
三
人
陰
陽
師

二
而
残
リ
ハ

白
人

二
候
処
、
追
々
土
御
門
家
相
頼
、
官
名
申
請
候
事
、

箕
曲
主
水
、
箕
曲
主
計
、
飛
鳥
帯
刀
、
瀬
川
舎
人
、
中
川
図
書
、
山
口
右

兵
衛
、
村
松
左
京
、
冨
田
大
武
、
中
地
外
記
、
宮
崎
左
近
、
西
嶋
左
門
、

箕
曲
主
膳
、
中
川
隼
人
、
保
利
田
山
城

こ
こ
に

「箕
曲
主
水
、
保
利
田
山
城
、
若
太
夫
」
の

「
三
人
」
の

「陰
陽
師
」

一5一



伊
勢
の

「歌
占
人
」

が
あ
が

っ
て
い
る
。
他

の
者
も
、
他

日
、
土
御
門
家
に
届
け
て
、
陰
陽
師

の

「官

名
」
を
申
請
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
「山
城
、
若
太
夫
」

の
名
乗
り

(官
名
)

に
照
ら
せ
ば
、
箕
曲
に
住
ま
い
す
る

「和
泉
縁
」
も
、
お
よ
そ
推
定

で
き
る
。
お

そ
ら
く

「和
泉
豫
」

の
名
を
も

つ
陰

陽
師

で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
箕
曲
主
水
以
下

の

「白
人
」
は
、

い
ま
だ
土
御
門
家

か
ら

「官
名
」
を
受
け
て
い
な
い
、
民
間
の

「暦
陰
陽
師
」
な
の
で
あ
る
。

柳
田
國
男
は
、
「伊
勢
山
田
で
は
唱
門
師
を
、
陰
陽
師
と
も
暦
師
と
も
い

っ
た
」

　ア
　

と
述

べ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
彼
ら
は
、
土
御
門
家
の
免
許
を
受
け
て
い
な
い
民
間

の
陰
陽
師
と
思
わ
れ
る
。
暦

・
卜
占

・
祈
疇
の
わ
ざ
に
し
た
が

っ
て
い
た
の
だ
ろ

う
。
今
、
こ
こ
に

『
篁
篁
内
伝
金
烏
玉
兎
集
』
揚
憲
本

(慶
長
年
間

・
一
五
九
六

～

一
六

一
五
)
か
ら

「天
道
神
ノ
事
」
の

一
節
を
示
し
て
み
る
。

右
天
道
神

ハ
牛
頭
天
王
也
。
万
事

二
大
吉
、
此
ノ
方

二
向
テ
抱
衣
ヲ
蔵
シ
、

鞍
ヲ
置
キ
始
メ
、

一
切
求
ル
所
成
就
ノ
所
也
。

　き
　

天
道
神
と
は
、
「
牛
頭
天
王
」
の
こ
と
。
「天
道
神

の
方
」
と
は
、
「求
め
る
こ
と

　　
　

は
す
べ
て
成
就
す
る
と
い
う
最
高
の
方
位
」
で
あ
る
。
「暦
家
」

(造
暦

・
暦
注
書

な
ど
を
作
成
)
の
い
う
吉
方
の
神
で
あ
る
。
ト
占
の
こ
と
、
暦
の
作
成
に
し
た
が

う
陰
陽
師
は
、
牛
頭
天
王
を
奉
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
箕
曲
社
に
属
し
て
、
「御

頭
」
の
神
事
、
獅
子
の
舞
の
祭
に
し
た
が

っ
た
の
は
、
彼
ら
陰
陽
師

で
あ

っ
た
。

彼
ら
は
正
月
十
五
日
の
御
頭
神
事

の
と
き
、
外
宮
北
御
門
橋
前
に
て
獅
子
舞
を

演
じ
て
、
見
物
し
た
外
宮
の
御
子
良

か
ら
夷
扇

一
本
が
与
え
ら
れ
た

(『神
宮
典

略
』
十
五

「獅
子
舞
」
)。
柳
田
國
男

に
よ
れ
ば
、
伊
勢
山
田
の
暦
陰
陽
師
は
、
毎

年
除
夜
に
外
宮
玉
垣
門
の
外
に
押
し
か
け
、
樒
を
投
げ
込
ん
で
帰

っ
た
り
、
氏
子

　ね
　

の
家
を
廻

っ
て
、
祝
言
の
舞
を
演
じ
た
り
し
た
。
い
わ
ゆ
る
唱
門
師
で
あ
る
。
箕

曲
氏
は
、
外
宮

の
御
師

で
は
な
い
が
、
箕
曲
氏
社
に
属
し
て
、
御
頭
神
事
に
奉
仕

し
た
巫
祝

の
徒
、
陰
陽
師

で
あ

っ
た
。

(五
)
御
頭
神
事

の
八
王
子
祭
文

井
坂
徳
辰

『神
境
郷
社
天
王
八
王
子
配
祀
考
』
(神
宮
文
庫
蔵
)
に
し
た
が
え

ば
、
正
月
十
五
日
の
御
頭
神
事
に
は
、
山
田
産
土
八
社
の
氏
人
が
参
集
し
て
、
そ

　
　
　

の
祭
の
庭
で
、
『八
王
子
祭
文
』
が
読
み
あ
げ
ら
れ
た
。
祭
文
は
室
町
時
代
、
永

禄
の
こ
ろ
か
ら
読
み
あ
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
制
作
の
時
代
は
、
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ

る
と
い
う
。

右
八
王
子
祭
文

ハ
、
箕
曲
社

二
用
ヒ
タ
ル
モ
ノ
ニ
テ
、
勤
役
ノ
名
長
ノ
人
名

二
拠
テ
考

フ
ル
ニ
、
永
禄
ノ
比
ノ
祭
儀

二
読
ム
所
ト
見

エ
タ
リ
。
然

レ
ド
モ

祭
文

ハ
、
其
時
代

二
作
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
。
古
来
相
伝

ヘ
テ
用
ヒ
シ
文

ナ
ル
事
疑
ナ
シ
。

(中
略
)

此
祭
文

二
拠
テ
見

レ
バ
、
産
土
神
社
八
王

子
祭

ニ
ハ
、
其
郷
居
住
氏
子
ノ
禰
官
等
始
ト
シ
テ
上
中
下
ノ
氏
人
村
人
悉
参

集
シ
テ
、
祭
儀

二
預
リ
シ
事
知
ラ
レ
タ
リ
。

こ
こ
に
い
う
氏
人
と
は
、
神
の
血
筋
の
者
、
神
の
後
商
で
あ
り
、
そ
の
尊
き
血

　ね
　

筋
を
ひ
く
ゆ
え
に
、
そ
の
祭
に
奉
仕
す
る
資
格
あ
り
、
と
さ
れ
る
人
々
で
あ
る
。

氏
人
は
も
ち
ろ
ん
、
伊
勢
神
宮
の
祠
官
も
、
産
土
の
氏
神
の
祭
に
参
集
し
た
の
で

あ
る
。
箕
曲
社
の
氏
神
祭
り
に
は
、
『
八
王
子
祭
文
』
が
読
み
あ
げ
ら
れ
た
。
そ
の
祭

文
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
か
、
定
か
で
は
な
い
が
、
お
よ
そ
推
測
は
で
き

る
。
こ
こ
に
神
宮
文
庫
蔵

『
八
王
子
祭
文
』
を
、
少
し
長
く
な
る
が
示
し
て
み
よ

う
。
「八
王
子
祭
文
再
拝
」
で
始
ま
り
、
「牛
頭
天
王
縁
起
」
が
述
べ
た
て
ら
れ
る
。

(前
略
)

・
時

二
武
答
天
神
王
井
所
生
八
王
子
ノ
誓
如
レ此
蘇
民
将
来
申
テ
云
末
代
ノ

衆
生
何
蘇
民
将
来
力
子
孫
ト
シ
ラ
シ
メ
奉
ラ
ン
ト
申
。
神
王
宣
ク
茅

(
チ
ガ

ヤ
ノ
)
輪
ヲ
作
リ
右
ノ
腰
二
着
ケ
シ
メ
ヨ
。
註

(
シ
ル
シ
)
ト
シ
テ
守
護
セ

シ
メ
ン
ト
宣
フ
。
侃
今
日
蘇
民
将
来
力
子
孫
ト
称
テ
御
幣
ヲ
捧
テ
供
物
ト
厳

掛
ヲ
ソ
ロ
シ
ク
御
座
ス
。
東
王
ノ
父
王
西
王
ノ
母
天
及
所
生
八
王
子
ノ
春
属

諸
神
等
讃
知
納
受
セ
シ
メ
給

ヘ
ト
申
。

一
番

渡
会
口
光

二
番

橘
秀
保

三
番

大
中
臣
国
秀

四
番

服
部
元
貞

五
番

服
部
元
家

六
番

橘
秀
元
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七
番

大
中
臣
弘
真

維
当
大
歳
玉
女
天
玉
御
門
ヲ
開
給
テ
灯
明

ヨ
ム
ク
ト
大
ス
ナ
リ
。
玉

城

ヨ
リ

巽
東
海
道
勢
州
渡
会
郡
山
田
腹
岩
淵
郷
二
居
住
セ
シ
メ
給
諸
大
施
主
禰
宜
等

氏
人
村
人
二
天
王
子

二
奉
仕
セ

シ
メ
給
。
然
則
所
献
種
種
ノ
供
物
テ
一二
輪
清

浄
ナ
リ
ト
照
納
シ
給
テ
随
喜
悦

預
ノ
上

ニ
ハ
上
中
下
氏
人
各
息
災
延
命

二
恵

ミ
保
タ
シ
メ
玉

へ
。
神
徳

ノ
上

ニ
ハ
弥
神
徳
ヲ
重
ネ
高
位
上
之
高
位
ヲ
授
カ

リ
給
テ
氏

ヲ
続
門

ヲ
並

へ
夜

ノ
護
リ
昼
ノ
守
リ

ニ
平
ケ
ク
安
ケ
ク
保
タ
シ
メ

給

へ
。
人
間

ノ
間

ニ
ハ
朝
息

二
預
リ
大
臣
公
卿
ノ
愛
隣
ヲ
蒙
ラ
シ
メ
給
テ
各

門
々
家
々
安
穏
泰
平

ニ
サ
キ
ワ
イ
給

ヒ
年
穀
□
ロ
ノ
望
ミ
如
意

二
恵
ミ
授
カ

リ
給
テ
男
女
従
類
春
属
併

テ
安

穏
泰
平

二
保
タ
シ
メ
万
代
ノ
間
神
明
三
宝
ノ

願
厚
ク
広
ク
恵
ミ
サ
キ
ワ
イ
給

ヘ
ト
申
。

・
抑
今
日
之
御
祈
成
就
瑚
ナ
レ
ハ
上
天
下
界
ノ
神
祇
宜
家
為
随
喜
善
願
定
来

臨
影
向
シ
給
フ
ラ
ン
。
然
則
奉
始
梵
天
帝
尺
天
口
内
外
二
宮
十

一
所
別
宮
当

村
二
天
八
王
子
熊
野
三
所
権
現
八
幡
大
菩
薩
ナ
ト
六
十
余
州
大
小
神
祇
別
氏

人
本
命
元
辰
当
年
属
星
諸
宿
曜
二
併
為
法
楽
荘
厳
惣
神
分
二
般
若
心
経
テ
大

般
若
経
テ

・
退
申
財
施
法
種
々
荘
厳
。
然

則
チ
ニ
天
八
王
子
此
由
ヲ
讃
知
納
受
セ
シ
メ

給
テ
上
長
官
ヲ
姶
メ
マ
イ
ラ
セ
上
中
下
氏
人
長
寿
福
楽
恵

テ
サ
キ
ワ
へ
給

へ
。

殊

二
日
比

ノ
問
精
進

ヲ
致
ト
錐

凡
夫
境
界
ノ
身
ノ

一
所
従
春
属
中

二
付
テ
モ

解
怠
ノ
罪
替

モ
マ
シ
マ
サ
ン
。

無
罪
無
答
如
法
ノ
御
勤
メ
ナ
リ
ト
照
納
シ
給

テ
子
子
孫
孫
至

ラ
ン
マ
テ
千
秋

万
歳
寿
ロ
ヲ
堅
ロ
シ
テ
保
タ
シ
メ
給

へ
。
富

ヲ
施
代
悦

ヲ
演
如
海
給

ヘ
ト
申
。
再
拝
々
々
。
敬
白
。

天
保
十
二
年
六
月

度
会
履
正
写

檜
垣
河
内
守
度
会
貞
次
自
宅
之
本
、
今
又
書
写
校
合
畢

度
会
延
貞

こ
う
し
て
山
田
郷
の
氏
人

の
安
穏
泰
平
と
延
命
息
災
を
祈
念
し
て
結
ば
れ
る
。

こ
こ
に
も
伊
勢
神
宮
の
長
官
が
祭

の
場

に
奉
仕
す
る
と
語
ら
れ
る
。
こ
の

『八
王

伊
勢
の

「歌
占
人
」

子
祭
文
』
を
写
し
た
の
は
、
度
会
履
正
、
度
会
貞
次
所
持
の

一
本
を
写
し
て
校
合

し
た
の
が
、
度
会
延
貞
と
記
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
御
師
の
間
に
伝
え
ら
れ
た

『
八

王
子
祭
文
』

で
あ
る
。

さ
ら
に
牛
頭
天
王
と
龍
宮

の
姫
の
あ
い
だ
に
生
ま
れ
た

「
八
王
子
」

の
名
を
、

祭
文
に
し
た
が

っ
て
あ
げ
て
み
よ
う
。

其
時

二
神
王

ハ
龍
宮

二
着
キ
給
フ
ニ
龍
宮
照
耀
ヤ
ク
龍
宮
驚

テ
出
向
テ
事
由

ヲ
承

テ
女
子
計

ヲ
奉
事
既
給
シ
八
箇
年
住
給
間
八
柱

ノ
王
子
タ
チ
ヲ
生
給
フ

其
御
春
属
八
万
四
千
六
百
五
十
四
神
也
其
中

二
大
悪
神
御
坐
蛇
毒
気
神
王
ト

申
此
春
属

ヲ
引
卒

シ
テ
返
給

二
先
宿
借
奉
ル
蘇
民
将
来
力
恩
徳

ヲ
報
ン
ト
宣

テ
蘇
民
将
来
力
子
孫

ト
云
シ
限

ハ
世
々
万
代

二
至
ト
云
ト
モ
守
護
ヲ
加

へ
哀

礼

ヲ
成
サ
ン
ト
宣
名
誓
願
ヲ
立
テ
宣
タ
マ
フ

第

一
ノ
王
子

ノ
御
名
ヲ
ハ
相
光
天
王

誓
願

二
云

若
人
千
万
人
超
過
思

ワ
ン
我
名

ヲ
百
返
称
セ

ハ
必
勝
シ
メ
ン

第
二
王
子

ノ
御
名

ハ
魔
王
天

誓
願

二
云
ク

若
田
畠
作

ス
ル
ニ
諸
ノ
悪

虫

ノ
食
損

二
我
名

ヲ
九

返
称
セ
ハ
必
五
穀
成
就
セ
ン

第
三
王
子
御
名

ハ
倶
魔
羅
天

誓
願

二
云
ク

若
人

ノ
家

二
諸
怪
有
ン
時

二
我
名

ヲ
百
返
謂
セ
ハ

必
守
護
セ
シ
メ
ン

第
四
王
子
御
名

ハ
徳
達
神
天

誓
願
云

若
女
人
血

ア
ヘ
サ
ラ
ン
時
我
名

ヲ
百
返
調

セ
ハ
必
ア
ヤ

シ
メ
ン

第
五
王
子
御
名

ハ
羅
侍
天

誓
願
云

若
家
鳥
獣

ノ
怪
有

ン
時
我
名
ヲ
我

名

ヲ
百
返
諦

セ
ハ
形

二

随
テ
守
護
セ
シ
メ
ン

第
六
王
子
御
名
達
尼
漢
天

誓
願
云
ク

若
人
家

二
畜
生
奴
碑
怪
有
ン
時

我
名
我
名

ヲ
百
返
講

ハ

必
満
滅
シ
メ
ン

第
七
王
子
御
名
侍
相
天

誓
願
云

若
人
家
内

二
五
体
悩
物
在
ン
時
我
名

百
返
諦

ハ
必
除
癒

セ
シ

メ
ン

第
八
王
子

ノ
御
名

ハ
宅
神
相
天

誓
願
云
家
内

二
腹
胸
病
者
有
ン
時
我
名

ヲ
百
返
調

ハ
必
除
癒
ン

ホ
時
武
答
天
神
王
井
所
生
八
王
子
ノ
誓
如
レ此
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伊
勢
の

「
歌
占
人
」

武
答
天
神

の

「
春
属
神
八
万
四
千
六
百
五
十
四
神
」

の
中
の

「
大
悪
神
」
、
す

な
わ
ち

「蛇
毒
気
神
王
」
は
、
春
属
を
引
き
連
れ
て
帰
り
給
う
。

こ
の
時
、
「蘇

民
将
来
」

の
故
事
に
な
ら

っ
て
、
箕
曲
氏
社
の
氏
子
は
、
厄
除
け
を
祈

っ
て
、

「蘇
民
将
来
の
子
孫
」

の
札
を
、
家
々

の
門
に
飾

っ
た
と
い
う
。
祭
文
に
は
、
山

田
郷
民
に
対
す
る

「八
王
子
」
の

「
誓
願
」
が
語
ら
れ
て
い
る
。
正
月
十
五
日
、

こ
の
産
土
社

の
祭
り
に
加
わ

っ
て
、
『
八
王
子
祭
文
』
を
読
み
あ
げ
た
の
は
、
山

田
の
陰
陽
師
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
は
、
郷
民
の
厄
を
祓
う

「御
頭
神
事
」
に
奉
仕

し
た
の
で
あ
る
。

(六
)
常
明
寺

・
神
萱
落
社
の
茅
萱
祭

山
本
ひ
ろ
子
に
し
た
が
え
ば
、
常
明
寺
境
内
の
神
萱
落
社
は
、
「
(外
宮
)
八
王

　ね
　

子
信
仰
の
根
拠
地
」
で
あ

っ
た
。
そ
の
常
明
寺
は
、
度
会
氏
の
氏
寺
で
あ

っ
た
。

今
こ
こ
に

『勢
陽
雑
記
』
か
ら

「常
明
寺
」
の
記
事
を
拾

っ
て
み
よ
う
。
当
寺
は
、

間
の
山
、
古
市
に
あ

っ
た
。
も
と
真
言
宗
で
あ

っ
た
が
、
寛
永
年
中
に
天
台
宗
に

改
宗
し
た

(『宇
治
山
田
市
史
』
)。
前

に
述
べ
た
妙
見
堂
を
管
理
し
た
の
は
、
度

会
二
門
の
氏
寺
、
こ
の
常
明
寺
で
あ

る
。

両
太
神
宮
内
院
と
い
ひ
高
日
山
と
号
す
。
本
尊
薬
師
如
来
。
寺
前
の
額
は
後

陽
成
院
の
震
翰
と
云
々
。
元
来
尾
上
陵
と
云
ふ
所
是
也
云
々
。
或
古
記
に
、

尾
上
陵
は
岡
崎
宮
よ
り
東
に
あ

た
る
と
あ
り
。
案
ず
る
に
、
此
所
其
方
角
に

応
ぜ
り
。
岩
窟
あ
り
。
是
則
尾
部
御
陵
也
。
倭
姫
世
記
日

「倭
姫
命
自
退
二

尾
上
峯

一而
岩
隠
坐
」
云
々
。
し
か
れ
ば
則
此
陵

の
事
也
。
今

の
俗
此
岩
屋

を
婆
羅
門
の
岩
屋
と
云
ふ
、
誤

り
也
云
々
。
倭
姫
命
の
御
廟
所
な
れ
ば
、
何

ノ
比
よ
り
か
、
二
宮

の
禰
宜
の
氏
等
と
し
て
祭
祀
等
数
度
有
レ之
也
。
殊
に

度
会
二
門
の
氏
神
を
祭
る
の
由
古
老
の
伝

へ
也
。
彼
の
廟
庭
に
合
せ
祀
る
な

ら
し
。
於
レ今
二
門
氏
人
不
レ残
彼
寺
に
出
来
り
供
養

の
配
籍
回
文
不
レ怠
し

て
茅
の
神
事
、
寺
の
定
の
祭
な
ど
と
言
ひ
て
神
楽
の
儀
式
祭
祀
の
法
式
あ
り
。

此
山
を
高

日
の
岡
と
云
ふ
。
依
レ之
高
日
山
の
号
あ
り
。
度
会
氏
常
明
と
云

ふ
人
中
興
建
立
せ
し
に
依
て
、
常
明
寺
の
号
有
り
と
云
々
。

こ
の
寺
に
あ
る
岩
窟
を

「尾
部
御
陵
」
と
い
っ
た
。
こ
こ
を

「倭
姫
命
」
の
御

廟
と
伝
え
て
い
る
。
こ
の
寺
に
も
度
会
二
門
の
氏
神
を
祀
る
祭
祀
が
あ
る
。
そ
の

「茅

の
神
事
」
に

「
八
王
子
祭
文
」
は
読
み
あ
げ
ら
れ
る
。

神
萱
落
社
は
、
常
明
寺
の
境
内
地
に
あ
り
、
こ
こ
も
度
会
二
門
の
氏
神
で
あ
る
。

そ
こ
で
執
り
行
わ
れ
る

「茅

の
神
事
」
が
、
茅
萱
祭
で
あ
る
。
『
常
明
寺
別
当
職

年
中
行
事
式
』
(神
宮
文
庫
蔵
)
か
ら
十
二
月
十
日
の

「茅
萱
祭
」
を
引
い
て
み

よ
う
。一
、
先
内
陣

ニ
テ
般
若
之
法
則
有
之
、
大
般
若
経

ヲ
番
之
御
禰
宜
衆
御
参
勤

被
候
問

・
・
萱
落
社
ノ
前

ニ
テ
八
王
子
ノ
祭
文
有
。
別
当
常
楽
坊
之
彼
役
也
。

一
、
祭
文
終
リ
テ
後
、
案
主
社

二
飾
リ
有

ル
茅
萱

ヲ
取

ツ
テ
常
明
寺
住
持

二

渡
シ
、
御
か
じ
有
リ
。

こ
の
祭
式
の
う
ち
に

『八
王
子
祭
文
』
は
読
み
あ
げ
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん

「牛

頭
天
王
縁
起
」

で
あ
る
。
読

み
あ
げ

る
の
は
常
明
寺
別
当
職

・
常
楽
坊

の
役

(「常
明
寺
別
当
職
年
中
行
事
式
」
神
宮
文
庫
蔵
)。
祭
文
が
終
わ
る
と
、
社
頭

に

飾

っ
て
あ

っ
た
茅
萱
を
常
明
寺
の
住
持
が
、
加
持
を
し
て
各
人
に
配

っ
た
と
い
う

(「常
明
寺
別
当
職
年
中
行
事
式
」
)。

も
う
少
し

「茅
萱
祭
」
の
神
事
を
見

て
お
こ
う
。
『
常
明
寺
神
事
作
法
』
(神
宮

文
庫
蔵
)
の
記
録

で
あ
る
。

十
二
月
十
日
常
明
寺
神
事
作
法

一
、
先
内
陣

ニ
テ
般
若
法
則
読
テ
大
般
若

ヲ
番
之
禰
宜
御
被
成
候
間

・
・
庭

二
出
テ
茅
之
輪
之
前

ニ
テ
八
王
子

ノ
祭
文
有
リ
。
番
之
御
禰
宜

ハ
十
人
之
御

神
主
様
之
内
二
人

ツ
ツ
廻
番

ニ
テ
御
参
御
成
候

常
明
寺

の
社
僧
と
神
萱
落
社

の
禰
宜
が
、
神
事

の
席
に

つ
ら
な
る
、
神
仏
習
合

の
作
法

で
あ
る
。
彼
ら
が
法
則
を
読
み
あ
げ
、
大
般
若
経
を
転
読
す
る
。

つ
づ
い

て
庭
に
出

て
、
「八
王
子
祭
文
」
が
、
別
当
常
楽
坊
に
よ

っ
て
読
み
あ
げ
ら
れ
る
。

そ
れ
な
ら
ば
も
ち
ろ
ん
こ
の
祭
式
は
、
疫
癒
を
祓
う
神
事

で
あ
る
。
茅
萱
は
、
加

持
祈
祷

の
の
ち
、
度
会
氏

の
氏
人

に
配
ら
れ
る
魔
よ
け
の

「
護
符
」
と
な
る
の
で
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あ
る
。

い
わ
ば
、
御
霊

の
祭
り
と
い

っ
て
も
い
い
。
内
宮
と
外
宮
の
境
な
る
地
、

間

の
山
な
る
常
明
寺
で
行
わ
れ
る
疫
神
祭
祀
の
行
儀
で
あ

っ
た
。

こ
こ
に
い
う

「別
当
常
楽
坊
」
と
は
、
神
萱
落
社

の
社
僧
で
あ
り
法
師
陰
陽
師

で
あ
ろ
う
。
彼

ら
が
祭
文
を
読
み
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

(七
)
伊
勢

の
歌
占
人

長
々
と
外
宮

の
陰
陽
師

の
活
動
に

つ
い
て
追
い
か
け
て
き
た
。
彼
ら
は

「度
会

春
彦
」
を
奉
じ
る

「陰
陽
道
信
仰
」

の
人
で
あ
る
。
度
会
春
彦
を
祖
と
仰
ぐ
陰
陽

師
、
巫
祝

の
徒
と
い
っ
て
い
い
。
彼
ら
は
山
田
八
社
の
氏
神
祭
に
加
わ
り
、
祭
文

を
読
み
あ
げ
た
。
八
社

の

「
御
頭
神
事
」
に
は
、
神
楽
の
役
と
し
て
、
郷
村
を
巡

り
歩
い
た
。
い
ま
彼
ら
陰
陽
師
の
姿
を
謡
曲

『歌
占
』
(観
世
元
雅
)
に
う
か
が

っ

て
み
よ
う
。

こ
の

一
曲

に
は
、
伊
勢
国
二
見
浦
の
神
職
二
見
の
大
夫
度
会
の
何
某

と
い
う
歌
占
人
が
、

シ
テ
と
し
て
登
場
す
る
。

シ
テ

「占
問
は
せ
給

へ
や
、
歌
占
問
は
せ
給

へ
や
」

シ
テ

「神
風
や
、
伊
勢

の
浜
荻
名
を
変

へ
て
、
伊
勢
の
浜
荻
名
を
変

へ
て
、

葦
と
い
ふ
も
芦
と
言
ふ
も
、
同
じ
草
な
り
と
、
聞
く
も
の
を
、
所
は
伊
勢
の

巫
子
な
り
と
、
難
波
の
こ
と
も
問
ひ
給

へ
。
人
心
、
引
け
ば
引
か
る
る
梓
弓
、

伊
勢
や
日
向

の
、

こ
と
も
問
ひ
給

へ
。」

伊
勢
二
見

の
神
職
度
会
何
某
は
、
「伊
勢
の
巫
子
な
り
」
と
い
う
。
「巫
子
」
と

は
、
前
に
述

べ
た
よ
う
に
陰
陽
師
で
あ
る
。

二
門

(※
度
会
氏
)
氏
社

に
は
博
士
の
祝
詞
を
申
す
よ
し
を
記
し
た
り
。
か

く
巫
と
い
ひ
博
士
と
い
ふ
の
は
、
男
巫
に
て
、
今
の
世
に
い
は
ゆ
る
陰
陽
師

の
事
な
り
。

[今
も
此
社
は
其
村

の
陰
陽
師
此
社

の
祭
を
預
か
れ
り
と
云
。
]

委
し
く
知
り
が
た
し
。
[今
も
此
社
は
其
村
の
陰
陽
師
此
祭
を
預
か
れ
り
と

云
。
]
(『神
宮
典
略
』
「
八
王
子
社
祝
」)

二
見
浦

の
八
王
子
信
仰

に
つ
い
て
は
、
の
ち
に
述
べ
る
が
、
度
会
何
某
も

「歌

占
」
を
職
と
す
る

「
男
巫
」

(『歌
占
』
)、
ト
占

の
徒
で
あ
ろ
う
。
歌
占
と
は
、

伊
勢

の

「歌
占
人
」

「卜
問
ふ
人
の
、
手
ま
さ
ぐ
り
に
取
あ
た
り
た
る
短
冊
の
歌
を
読
挙
れ
ば
、

そ
の

歌
よ
り
て
、
ト
問
ふ
こ
と
を
判

(
こ
と
わ
)
る
わ
ざ
な
り
と
き
こ
え
た
り
」
(伴

信
友

『正
卜
考
』)
と
あ
る
よ
う
に
、
歌
に
よ

っ
て
、
神

の
意
志
を
占
う
わ
ざ
で

あ
る
。
歌
占
の
男
巫

・
度
会
何
某
は
、

小
弓
に
短
冊
を
付
け
歌
占
を
引
き
候
ふ
が
、
け
し
か
ら
ず
た
だ
し
き
由
を
申

し
候

と
い
う
よ
う
に
、
十
二
枚
の
短
冊
を
小
弓
に
付
け
て
、
占

い
の
わ
ざ
と
す
る
。
そ

の
小
弓
と
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

此
村

(三
津
村
)
に
度
会
家
次
が
末
葉
、
北
村
某
と
云
有
。
児
等
か
ん
に
参

る
者
、
皆
此
家
に
盃
し
て
参
る
と
云

へ
り
。
伊
勢
三
郎
が
太
刀
、
又
歌
占
の

弓
と
云
う
も
の
を
伝
来
す
[本
弓
に
て
凡
長
三
尺
許
、
取
柄

ハ
赤
地

の
絹
の

上
を
糸
に
て
蒔
け
り
]。
八
枚

の
短
冊
弦
に
付
た
り
。
弓
の
本
末
に
歌
あ
り
。

本

ハ
神
こ
、
う
た
ね
と
こ
そ
な
れ
歌
う
ら
の

末

に
ハ
ひ
く
も
し
ら
き
の
た

つ
か
弓
か
な

(『伊
勢
参
宮
名
所
図
会
』

・
巻
五
上

「三
津
」
)

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
弓
の
本

・
末
に

「神
こ
＼
う
た
ね
と
こ
そ
な
れ
歌
う
ら
の
/

ひ
く
も
し
ら
き
の
た

つ
か
弓
か
な
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
弓
弦
に
付
け
ら

れ
た
短
冊
に
は
、
八
首
の
歌
が
、
そ
れ
ぞ
れ
書
か
れ
て
い
る
。

ま
す
か
が
み
底
な
る
か
げ
に
む
か
ひ
ゐ
て
し
ら
ぬ
翁
に
あ
ふ
こ
こ
ち
す
る

(拾
遺
和
歌
集

・
巻
九
)

と
し
を
経

て
花

の
か
が
み
と
な
る
水
は
ち
り
か
か
る
を
や
曇
る
と
ふ
ら
ん

(古
今
和
歌
集

・
巻

一
)

末

の
露
も
と
の
雫
や
世
の
中
の
お
く
れ
さ
き
だ

つ
た
め
し
な
り
け
り

(新
古

今
和
歌
集

・
巻
八
)

も
の
の
名
も
と
こ
ろ
に
よ
り
て
か
は
り
け
り
な
に
は
の
あ
し
は
伊
勢
の
浜
荻

(菟
玖
波
集
)

鶯

の
か
ひ
こ
の
中
の
ほ
と
と
ぎ
す
し
や
が
父
に
似

て
し
や
が
父
に
似
ず

(万

葉
集
)

千
早
振
よ
ろ
ず
の
神
も
聞
こ
し
め
せ
五
十
鈴
の
川

の
清
き
水
お
と
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伊
勢

の

「歌
占
人
」

北
は
黄

に
南
は
青
く
ひ
が
し
白

に
し
く
れ
な
ゐ
に
そ
め
い
ろ
の
や
ま

ぬ
れ
て
干
す
山
路

の
菊

の
露
の
間
に
散
り
初
め
な
が
ら
千
代
も
経
に
け
り

(古
今
和
歌
集

・
巻
五
)

こ
こ
か
ら

一
首
を
引
い
て
、
そ
の
歌
か
ら

「
神
こ
こ
ろ
」
を
測
る
の
で
あ
る
。

神
意
は
歌
に
よ

っ
て
示
さ
れ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
出
典
を
記
し

て
お
い
た
が
、
「北
は
黄
に
」
の
歌
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
里
人
が
引
い
た
歌
は
、

「北
は
黄

に
。
南
は
青
く
東
白
」
の
歌

で
あ
る
。
柳
田
國
男
は
、
こ
れ
を
和
泉
式

部
の
作
と
す
る
説
を
紹
介
し
な
が
ら
、
解
説
を
く
わ
え
て
い
る
。
そ
れ
を
左
に
写

　ぬ
　

し
て
お
こ
う
。

蘇
迷
盧
と
は
佛
教
に
い
う
須
彌
山
の
こ
と
で
、
愛
に
は
単
に
染
あ
る
と
い
ふ

掛
け
言
葉
の
為
に
、
五
色
の
四

つ
を
東
西
南
北
配
置
し
た
の
み
で
、
古
来
の

五
行
説
と
は

一
致
も
せ
ず
、
そ
ん
な
歌
を
教
養
あ
る
官
女
が
、
詠
じ
た
筈
の

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
が
、
歌
占
人
は
之
を
神
歌
と
し
て
取
扱

つ
て
、
父

の
恩
は
山
よ
り
高
し
と
い
ひ
、

そ
め
い
ろ
は
す
な
わ
ち
蘇
命
藍
だ
か
ら
、
父

の
病
は
恢
復
す
る
、
な
ど
と
こ
じ

つ
け
て
居
た
の
で
あ
り
ま
す
。

須
弥
山
と
は
、
世
界
の
中
心
に
あ

る
山
の
こ
と
。
諸
天
も
こ
こ
に
住
み
、
日
月

も
こ
れ
を
あ
ぐ
る
。
こ
れ
を

「
蘇
命
盧
」
と
し
て
、
「
命
の
蘇
り
」
を
兼
ね
た
の

だ
ろ
う
。
「蘇
迷
藍
」
を

「蘇
る
命

の
道
」
と
し
て
い
る
。
度
会
何
某
も
ま
た
、

地
獄
か
ら
蘇

っ
て
、
頭
髪
は
半
ば
、
白
髪
で
あ
る
。
意
味
の
不
明
な
歌
だ
け
に
、

占
い
の
呪
歌
の
気
味
を
お
び
て
い
る
。
島
津
忠
夫
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
歌
は
、
よ

　
　
　

く
知
ら
れ
た
俗
歌
だ

っ
た
ら
し
い
。

「歌
占
人
は
之
を
神
歌
と
し
て
取
扱

つ
て
」
と
柳
田
が
云
う
よ
う
に
、
こ
れ
ら

の
歌
を

「神
詠
」
と
見
な
し
て
い
る
。
歌
を

「神
こ
こ
ろ
」
の
表
れ
と
考
え
た
の

で
あ
る
。
『菟
玖
波
集
』

の
付
合
い
を
引
用
し
な
が
ら
、
謡
曲

の
詞
章
は
綴
ら
れ

て
い
る
。
草
の
名
も
所
に
よ
り
て
か
は
る
な
り

難
波
の
薦
は
伊
勢
の
濱
荻

救
済

な
ど
こ
ろ

「名
所
」

に
取
り
あ
わ
せ
て
、
「難

波
」
の

「藍
」
、
「伊
勢
」

の

「
濱
荻
」
を

付
け
る
。
こ
ん
な
連
歌
の
付
合
を
、
神
と
人
と
の
応
酬
と
考
え
た
の
が
、
古
来
の

　あ
　

発
想
で
あ
る
。
歌
は
、
「神
こ
こ
ろ
」
を
表
す
。
そ
れ
を
占
う
の
が

「歌
占
人
」

で
あ
る
。
そ
れ
と
し
て
登
場
す
る
の
が
、
「伊
勢
国
二
見
浦
の
神
職
二
見
大
夫
度

会
何
某
」

で
あ
る
。
「
度
会
何
某
」
と
あ
る
が
、
伊
勢
神
宮
の
神
官

で
は
な
い
。

「神
職
二
見
大
夫
」
と
あ
る
だ
け
で
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
「歌
占
」
の
徒
に
は
ち
が

い
な
い
。(八

)
新
子
良
迎
え

柳
田
國
男
は

『女
性
と
民
間
伝
承
』
の
な
か
で
、
伊
勢

・
三
津
の
北
村
某
家
に

伝
わ
る
歌
占
の
伝
承
に

つ
い
て

「
ど
う
し
て
斯
う
い
ふ
確
か
な
遺
物
が
伊
勢
の
二

　レ
　

見
辺
に
保
存
せ
ら
れ
て
居
た
か
」
と
問
う
て
、

つ
ぎ

の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

「遺
物
」
と
は
、
「歌
占
の
弓
」
の
こ
と
。

人
に
よ

つ
て
は
世
阿
弥
の
謡
曲
が
出
来
て
後
に
、
伊
勢
の
人
た
ち
が
先
祖
を

誇
る
べ
く
、
斯
ん
な
こ
と
を
言
ひ
出
し
た
と
も
い
ふ
か
知
れ
ま
せ
ん
が
、
作

り
事
な
ら
ば
是
迄
の
手
数
を
掛
け
る
必
要
が
無
か

つ
た
上
に
、
現
に
三
津

の

北
村
氏
は
由
緒
の
あ
る
旧
家

で
、
御
子
良
子
と
称
す
る
神
宮

の
若
い
巫
が
、

始
め
て
御
用
を
勤
め
る
に
先
だ

つ
て
、
此
家
に
来

て
盃
事
を
す
る
例

で
あ

つ

た
と
も
言

へ
ば
、
度
会
家
次

の
子
孫
と
い
ふ
こ
と
は
真
実

で
無
く
も
、
歌
占

の
弓
を
持
伝

へ
る
だ
け
の
因
縁
は
何
か
あ

つ
た
の
で
、
寧
ろ
そ
れ
が
諸
国
に

知
れ
渡

つ
て
居
た
為
に
、
謡
曲
の
方

で
も
伊
勢

の
神
人
と
い
ふ
こ
と
に
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
と
思
ひ
ま
す
。

即
ち
斯
う
い
ふ
う

つ
く
し
い
小
弓
を
持

つ
て
、
歌
占
を
解
き

つ
＼
旅
行
を

し
た
者
が
、
伊
勢
国
に
は
其
前
か
ら
居
た
の
で
あ
り
ま
す
。

伊
勢

・
三
津

の
北
村
某
家
に
伝
わ
る

「歌
占

の
弓
」
か
ら
、
こ
う
し
た
伝
承
を

持
ち
歩
い
て
旅
行
し
た
民
間
宗
教
者
に

つ
い
て
思
い
を
巡
ら
し
て
い
る
。
柳
田
は

「伊
勢
比
丘
尼
」、
「歌
比
丘
尼
」
と
歌
占
は
、
関
係
が
あ
る
だ
ろ
う
と
推
測
し
て

い
る
。
彼
女
た
ち
は
、
街
道

の
辻
に
立

っ
て
、
旅
人
に
歌
を
う
た
い
、
絵
解
き
を
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し
た
記
録
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
柳
田
は
、
こ
れ
ら
旅
の
宗
教
者
が
、
卜
占
の
わ

ざ

に
携
わ

っ
た

こ
と
を
く
り
返
し
述

べ
て
い
る
。
ま
た
折

口
信
夫
は
、
歌
占
を

　あ
　

「神
の
託
宣
歌
」
と
し
て
、
歌
占
巫
女

の
口
に
出
た
も
の
と
し
て
い
る
。

そ
れ
な
ら
ば
、
歌
占
人
を

「
男
巫
」
と
し
た
こ
と
は
、
観
世
元
雅
の
創
作
だ

っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
辺
の
判
断
は
、
な
か
な
か
難
し
い
。
伊
勢
山
田
の
暦
陰
陽

師
も
、
祈
疇
の
わ
ざ
に
か
か
わ
っ
て
お
り
、
産
土
八
社
に
属
す
る
ト
占
の
徒
で
あ

っ

た
こ
と
は
、
見

て
き
た
と
お
り
で
あ

る
。

今
し
ば
ら
く

「新
子
良
迎
え
」

の
行
儀
に

つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
『櫟
陰
記
』

(神
宮
文
庫
蔵
)
、
慶
応
三
年

(
一
八
六
七
)
十
二
月
十
五
日
の
記
事
を
示
す
。

「
御
子
良
」
は
、
伊
勢
神
宮
の
神
に
仕

え
る
巫
女
、
童
女

で
あ
る
。

子
良
座
薦

一
枚

ヲ
敷
其
前

二
竹
二
本
ヲ
立
テ
注
連
ヲ
曳
。
祢
宜
大
夫

ハ
子
良

二
向
ヒ
座

ス
。
薦

ノ
上
着
用
素
襖
烏
帽
子
短
刀
ヲ
帯
ス
。
先
祢
宜
大
夫
座
シ

テ
祓

ヲ
修

ス
。
次
立

テ
又
祓

ア
リ
。
次
刀
ヲ
抜
テ
注
連
ヲ
切
ル
。
三
ツ
ヨ
リ

ノ
縄

ヲ
三
度

二
切
ナ
リ
。
切
度

二
祓
ア
リ
。
次

二
刀
ヲ
納
テ
畢
ル
。
次
着
座

ヲ
改
メ
盃
ア
リ
。
先
祢
宜
大
夫

ヨ
リ
始

メ
子
良

二
差
。
子
良
飲
テ
祢
宜

二
差
。

又
子
良

へ
差
畢

ル
。

新
子
良
を
神
宮
に
迎
え
る
た
め
、
世
話
役
の
大
物
忌
父
は
、
二
見
の
立
石
崎
に

お
い
て
襖
を
す
ま
せ
る
。
ま
た
新
子
良
と
な
る
べ
き
童
女
は
、
神
宮
か
ら
別
火
を

も

っ
て
中
食
が
用
意
さ
れ
る
。
そ
の
儀
式

に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。

こ
の

「新
子
良
迎
え
」
に

つ
い
て
は
、
中
西
正
幸
氏
が

『櫟
陰
記
』
に
し
た
が

っ

　ね
　

て
補
足
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
も
示

し
て
参
考
と
し
よ
う
。

「注
連

(歌
占
)
」

中
食
後
、
三
津
村

(慶
応
度
は
山
田
原
村
)
の
禰
宜
太
夫
宅
に
む
か
い
、
新

子
良
が
忌
竹
二
本
に
注
連
縄
を

ひ
い
た
庭
上
の
座
に
着
く
。
素
襖

・
烏
帽
子

姿
の
禰
宜
太
夫
が
対
座
し
て
修
祓
す
る
た
び
、
短
刀
に
て
注
連
縄
を
切
る
こ

と
三
度
、
終
わ
り
て
秘
事

の
盃
事

に
う

つ
る
。
往
古
は
木
弓

(長
さ
三
尺
、

弦
に
短
冊
八
枚
付
き
)
を
用
い
て
神
意
を
占

っ
た
と
い
う
。
麻
上
下
を
着
け

た
地
元
年
寄
が
、
汐
合

の
渡
舟
場
ま
で
先
祓
い
。
舟
を
仕
立
て
鹿
海
村
に
あ

伊
勢
の

「歌
占
人
」

が
り
、
黄
昏
の
な
か
大
物
忌
宅
に
は
い
り
、
夕
食
と
酒
肴
に
預
か
る
。

中
西
氏
は
、
往
古
、
歌
占
を
引
い
て
神
意
を
占

っ
た
と
い
う
、
と
補
足
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
何
に
よ

っ
た
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
神
事

の
場
を
修
祓
し
て
、

秘
事
の
盃
ご
と
に
う

つ
る
。
お
そ
ら
く
神
の
盃
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
歌
占
に
よ

っ
て
神
意
を
う
か
が
う
。
神
は
歌
に
よ

っ
て

「
神
こ
こ
ろ
」
を

伝
え
る
。
歌
に
よ

っ
て
神
意
は
占
わ
れ
る
。
そ
う
し
て
伊
勢
大
神

に
つ
か
え
る

「御
子
良
」
は
選
ば
れ
る
。
歌
占

の
神
事
の
場

に
は
、
童
女
と
世
話
役

の
大
物
忌

父
、
そ
し
て
祓
す
る
禰
宜
太
夫
で
あ
る
。
こ
の
三
津
村

の

「禰
宜
太
夫
」
は
伊
勢

神
宮

の
神
職
と
考
え
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
神
人

で
あ
ろ
う
。

『歌
占
』
に
ど
こ
ま
で
能
作
者
の
、
創
作
の
筆
が
入

っ
て
い
る
の
か
、
確
か
あ

る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
た
と
え
歌
占
が
、
歌
占
巫
女

の
託
宣
歌
だ
と
し
て
も
、

度
会
何
某
を

「
男
巫
」
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ト
占
、
祈
疇

の
わ
ざ
に
し
た
が
う

陰
陽
師

の
姿
が
、
反
映
し
て
い
る
と
も
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
謡
曲

『
鉄
輪
』
に

は
、
陰
陽
師
清
明
が
登
場
し
、
祝
詞
を
あ
げ
て
祈
疇
す
る
。

謹
上
再
拝

・
・
大
小
の
神
祇

諸
仏
菩
薩

明
王
部
天
童
部

九
曜
七
星

二
十
八
宿
を

驚
か
し
奉
り

祈
れ
ば
不
思
議
や

雨
降
り
風
落
ち

こ
れ
は
、
誓
願
の
定
型
に
し
た
が

っ
た
詞
章
で
あ
る
。
陰
陽
師
は
、
あ
ら
ゆ
る

神
仏
星
宿
を
数
え
あ
げ
て
祈
疇
す
る
。
「
歌
占
人
」
度
会
何
某
と
は
、
右

の
よ
う

な
占
い

・
祈
疇

の
わ
ざ
に
通
じ
た
巫
祝
の
徒
と
し
て
造
形
さ
れ
て
い
る
、
と
考
え

れ
ば
い
い
。

つ
ま
り
陰
陽
師
の
姿
が
投
影
し
て
い
る
の
だ
。

(九
)
二
見

・
松
下
社
の

『
牛
頭
天
王
儀
軌
』

男
巫
の

「歌
占
人
」
が
、
か
り
に
能
作
者
の
創
作
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
の
仮

構
を
支
え
る
信
仰
と
習
俗
は
あ

っ
た
。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
伊
勢
神
宮

の
巫
女

「御
子
良
」
を
迎
え
る
神
事
が
、
二
見

で
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
。
も
う

一
つ
は
、

牛
頭
天
王

の
信
仰
が
、
生
き
て
い
る
こ
と
。
お
そ
ら
く
二
見

の
信
仰
を
背
景
に
し
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伊
勢
の

「
歌
占
人
」

て
、
『
歌
占
』
の
男
巫

「神
職
二
見

の
大
夫
度
会
何
某
」
は
、
語
り
の
舞
台
に
登

場
し
た
の
だ
ろ
う
。

前
述
の

『
櫟
陰
記
』
(神
宮
文
庫
蔵
)

の
記
事
が
示
す
よ
う
に
、
「子
良
迎
え
」

は
、
二
見
の
禰
宜
大
夫
の
宅
で
行
わ
れ
た
。
こ
こ
に
は
あ
ら
た
め
て

『櫟
陰
記
』

(神
宮
文
庫
蔵
)

の
万
延
元
年

(
一
八
六
〇
)
三
月
三
十
日
を
示
す
。

・
万
延
元
年

(
一
八
六
〇
)
三
月
三
十
日

明
三
十
日
新
子
良
迎

二
付
三
津
村
祢
宜
大
夫
仲
原
(げ
ん
)を
以
明
日
大
子
良

濱
行

二
候
間
例
の
通
勤
行
有
之
度
旨
申
遣
し
置
。

此
祢
宜
大
夫
ト
云

ハ
度
会
ノ
家
次
が
末
葉

ニ
テ
北
村
某
ト
云
。
此
家

二
歌
占

力
弓
ト
云
物
あ
り
て
伝
来

ス
[木
弓

ニ
テ
凡
長
三
尺
取
柄

ハ
赤
地

ノ
絹
ノ
上

ヲ
糸

ニ
テ
巻
]。
弓
の
本
末

二
歌
あ
り
。
本

ハ

「神

こ
＼
う
た
ね
と
こ
そ
な

れ
歌
う
ら
の
」
末

二

「
ひ
く
も

し
ら
き
の
た

つ
か
弓
か
な
」。
又
絃
に
短
冊

八
枚

ヲ
付
る
。
皆
古
歌
也
。
此
歌
伊
勢
名
所
図
絵
に
委
し
く
出
る
。

此
弓

ヲ
以
テ
子
良

二
な
る
事
の
否
を
神
に
乞
し
な
ら
む
。
今

ハ
其
家
の
秘
事

と
し
て
盃
す
る
の
み
と
聞
し
に
予
実
地
を
見
る
に
短
刀
を
以
て
注
連
縄
を
度

切

ル
。
切
ル
毎

二
祓
ノ
言
葉

ア
リ
。
不
知
。
[此
事
慶
応
三
年
十
二
月
十
五

日
ノ
処

二
図
を
加

へ
記
し
あ
り
。
見
る
へ
し
。
此
図
今
な
し
]

げ
ん

三
津
村
の
禰
宜
大
夫

「仲
原
」
宅

で

「新
子
良
迎
え
」
は
行
わ
れ
る
。
神
事
は

「大
子
良
濱
」
で
の
潮
垢
離
か
ら
始
ま

る
。
「清
め
」
の
儀
礼
か
ら
始
ま
る
の
で
あ

る
。
三
津
の
禰
宜
大
夫
の
家
に
は
、
代
々

「歌
占
の
弓
」
が
伝
わ
る
。

こ
れ
が
、

神
宮
の
巫
女
を
選
ぶ
神
事
の

「遺
物
」
(柳
田
國
男
)
で
あ
る
。
こ
れ
が

「歌
占
」

の
記
念
物
と
し
て
、
後
世
に
残
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
謡
曲
作
者
は
、

こ
う
し

た
三
津
の
歌
占
神
事
を
ふ
ま
え
て
、
男
巫
、
度
会
何
某
を
二
見
に
登
場
さ
せ
た
の

で
あ
る
。

も
う

一
つ
は
、
二
見
松
下
社
に
伝
わ
る
牛
頭
天
王
の
信
仰

で
あ
る
。
松
下
社
は
、

朝
熊
川
の
下
流

・
江
村
の
南
東
、
松
下
村
に
あ
る

(『勢
陽
五
鈴
遺
響
』
度
会
郡
)。

牛
頭
天
王
を
祀
り
、
蘇
民
将
来
の
信
仰
を
二
見
に
伝
え
て
き
た
。
そ
の
詳
細
は
、

外
宮
の

『八
王
子
祭
文
』

で
見
た
通

り
、
牛
頭
天
王
縁
起
に
よ
る
。
い
ま
松
下
社

　
の
　

に

は

『
牛

頭

天

王

儀

軌

』

が
伝

わ

る
。

ス

サ

ノ
オ

ノ
ミ

コ
ト
を

祭
神

と

し

て

い

る
。

　こ

松
下
は
、
伊
勢
神
宮
の
神
領
で
あ
り
、
賛
海
神
事
が
行
わ
れ
る
。

二
見
町
は
、
八
王
子
信
仰
の
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
。
松
下
村
、
江
村
、
三
津
村
、

　　

西
村
、
溝

口
村
な
ど
の
氏
神
は
八
王
子
で
あ
り
、
八
王
子
社
で
あ

っ
た
。

一
例
を
、

山
田
原
、
溝
口
の
氏
神
を
こ
こ
に
示
し
て
み
よ
う
。
昔
か
ら
溝
口
は
八
王
子
社
、

箕
曲
社
を
氏
神
と
し
て
祭
り
、
明
治
三
年
に
杉
社
と
改
め
ら
れ
た
。
箕
曲
社
が
勧

請
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
山
田
箕
曲
郷
の
箕
曲
社
と
の
結
び

つ
き
が

考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
は
社
祝

・
陰
陽
師
の
往
還
が
、
か

つ
て
あ

っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

二
見
に
は
今
も

「蘇
民
将
来
」

の
説
話
は
残
り
、
厄
除
け
の
茅

の
輪
と

「
蘇
民

将
来
」
の
護
符
は
、
玄
関
先
に
飾
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
説
話
と
習
俗
を
支
え
て
き

た
の
は
、
八
王
子
信
仰

で
あ
る
。
武
塔
天
神

(牛
頭
天
王
)
と
龍
宮
の
姫
に
生
ま

や

れ
た
八
人

の
王
子
。
彼
ら
が
疫
神
と
な

っ
て
、
疫
痛
を
祓
い
逐
る
。
そ
の
縁
起
を

語
る
の
が
、
松
下
社

の

『牛
頭
天
王
儀
軌
』
(元
和
六
年

・
一
六
二
〇
)
で
あ
る
。

書
写
は
根
来
寺

・
小
池
坊

の
僧
、
性
慶
法
印
。
弘
法
大
師
の
作
と
あ
る
。

龍
宮

の
姫
君
と
の
間
に
生
ま
れ
た
八
人
の
王
子
は
、
行
疫
神
と
な

っ
て
、
蘇
民

将
来

の
子
孫
を
守
る
。
そ
の
末
尾
を
引
い
て
お
く
。
適
宜
、
読
み
く
だ
し
た
。

汝
、
槌
聞
ケ
、
蘇
民
力
子
孫
ナ
ラ
バ
末
代

二
至
ル
迄
守
ン
ト
誓
給

フ
。
父
天

王
仰
ケ
ル
ハ
、
柳
ノ
枝

二
蘇
民
将
来
ト
云
名
ヲ
書
テ
、
男

ハ
左
、
女

ハ
右

二

就
ク
ベ
キ
也
。
子
孫
春
属
迄
モ
授
富
貴
悪
難
病
難
払
フ
ヘ
シ
ト
仰
付
給

ヘ
ハ
、

誠

二
目
出
度
御
事
也
。

こ
う
し
て
二
見
で
は
、
蘇
民
将
来
の
護
符
を
玄
関
に
飾
り
、
厄
除
け
と
す
る
信

仰
行
事
は
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
を
伝
え
る
資
料
が
、
こ
の

『
牛
頭
天
王
儀
軌
』

で
あ
ろ
う
。
牛
頭
天
王
の
祭
に
は
、
こ
の

『
八
王
子
祭
文
』
が
読
み
あ
げ
ら
れ
、

陰
陽
師
が
そ
の
祭
式
に
加
わ

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

『
二
見
町
史
』
(「氏
神
松
下
社
」)
に
よ
れ
ば
、
松
下
社
は
、
安
倍
晴
明
に
よ
っ

て
勧
請
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
伝
承
と
は
い
え
、
松
下
社
に
属
す
る
陰

陽
師
が
い
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
そ
の
意
味

で
は
、
山
田
産
土
八
社
の
陰
陽
師
と
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通
じ
て
い
る
。
二
見
に
残
る

『
牛
頭
天
王
儀
軌
』
は
、
こ
こ
で
行
わ
れ
た
牛
頭
天

王

の
祭
を
想
像
さ
せ
る
。
そ
こ
に
陰
陽
師
が
加
わ

っ
て
い
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

も
ち
ろ
ん

『歌
占
』
は
、
能
作
者

の
創
作
だ
か
ら
、
度
会
何
某
を
そ
の
ま
ま
陰

陽
師

に
結
び

つ
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
か
し
、
「
伊
勢
の
男
巫
」
と
し
た
と

こ
ろ
か
ら
、
ト
占

の
徒
た
る
陰
陽
師

の
す
が
た
が
投
影
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

「
歌
占
人
」
度
会
何
某
と
は
、
度
会
春
彦

の
よ
う
に

「
陰
陽
道
信
仰

の
人
」
な
の

で
あ
る
。(十

)
地
獄

の
舞

度
会
春
彦
は
、
妙
見
星
の
祭
に
し
た
が
う
人
で
あ

っ
た
。

一
方
、
度
会
何
某
は
、

歌
占
を
す
る
ト
占
の
徒
で
あ

っ
た
。
ど
ち
ら
も
、
伝
承
、
創
作
上
の
人
物
で
あ
る
。

と
は
い
え
、

こ
の
二
人
を
結
び

つ
け
る
も
の
は
何
か
。
実
在
で
は
な
い
に
し
ろ
、

い
ず
れ
も

「陰
陽
道
信
仰

の
人
」

で
あ
る
。
度
会
春
彦
に
つ
い
て
は
、
前
に
述
べ

た
。
こ
こ
で
は
度
会
何
某
に

つ
い
て
記
し
て
み
る
。

「岡
崎
宮
妙
見
本
縁
」
に
よ
れ
ば
、
度
会
氏
の
山
宮
祭
は
、
「妙
見
尊
星
」
を

巳

つ
こ
o
ナ

'而
牛

今
号
二山
宮
祭
一是
也
、
凡
岡
崎
宮
座
妙
見
北
斗
尊
星
者
神
主
等
妻
子
専
供
養

尊
重
帰
依
相
応
験
仏
也
、

山
宮
祭
は
、
妙
見
、
す
な
わ
ち
、
北
斗
七
星
を
祀
る

「
星
祭
」
で
あ
る
。
こ
れ

を
奉
じ
て
、
祭
に
し
た
が

っ
た
の
が

「度
会
春
彦
」
と
伝
え
る
。

今
、
詳
し
く
述
べ
る
余
裕
は
な
い
が
、
妙
見
星
を
祭
る
山
宮
祭
は
、
「泰
山
府

君
の
祭
」
で
も
あ
る
。

是
妙
見
星
を
祭
る
と
也
。
山
宮

の
神
事

の
祝
詞

に
も
妙
見
星
を
祭
り
て
田
園

五
穀
養
蚕
を
祈
る
と
有
り
。
亦
古
老

の
伝
に
、
古
は
高
原

ノ
前
山
に
て
祭
り

し
を
、
後
に
此
所
里
近
き
に
便

り
て
祭
り
し
也
。
泰
山
府
君
を
祭
る
な
り
、

共
い
ふ
。
鼓
が
岳
は
当
地
の
名
山
な
れ
ば
山
祭
り
に
て
も
あ
る
べ
し
。
山
を

祭
る
に
、
妙
見
星
、
又
我
氏
人

に
恵
み
あ
る
由
来
あ
れ
ば
あ
わ
せ
祭
る
に
や
。

伊
勢
の

「歌
占
人
」

(『
勢
陽
雑
記
』

・
度
会
郡

「山
宮
が
谷
」
)

泰
山
府
君
と
は
、
地
獄
の
冥
官
で
あ
り
、
「泰
山
府
君
祭
」
は
、
冥
府

の
神
を

　お
　

祭
る
陰
陽
道

の
祭

で
あ
る
。
度
会
氏
の

「山
宮
祭
」
(泰
山
府
君
の
祭
)

に
、
陰

陽
師
が
し
た
が

っ
て
い
た
の
は
前
に
み
た
。
「北
斗
七
星
」
(泰
山
府
君
)
に
、
子

孫

の
長
寿
、
富
貴
、
繁
栄
を
祈

っ
た
の
で
あ
る
。
　ム
　

度
会
何
某
は
、
乞
わ
れ
て
、
地
獄
の
曲
舞
を
舞
う
。

又
承
り
候

へ
ば
。
地
獄
の
有
様
を
曲
舞
に
作
り
て
御
謡

ひ
あ
る
由
申
し
候
程

に
。
お
謡
ひ
あ

つ
て
御
聞
か
せ
候

へ
。

と
乞
わ
れ
て
、
「名
残

の

一
曲
に
。
現
な
き
有
様
見
せ
申
さ
ん
」
と
、
舞

の
披
露

に
及
ぶ
。
度
会
何
某
は
、
神
に
暇
乞
い
を
せ
ず
、
回
国

の
旅

に
出
た
た
め
、
神
の

怒
り
に
ふ
れ
て
、
地
獄
に
堕
ち
た
。
そ
し
て
地
獄
を
見

て
蘇

っ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
苦
し
み
の
た
め
、
彼
は
白
髪
と
な

っ
た
。
彼
は

「地
獄
を
見
た
人
」、
い
わ
ば
、

「地
獄
大
夫
」

で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
地
獄

の
消
息
に
通
じ
て
い
る
人
と
い
え

る
。
地
獄

の
舞
を
披
露
す
る
度
会
何
某
は
、
地
獄
の
冥
官

「泰
山
府
君
」
を
祭
る

陰
陽
師
に
ふ
さ
わ
し
く
、
「男
巫
」
で
あ
り
、
「歌
占
の
弓
」
を
も

つ
ト
占

の
徒
で

あ
る
。
神
仏
に
仕
え
る
巫
蜆
の
徒
と
い
っ
て
い
い
。

こ
う
し
て
二
見
大
夫
度
会
何
某
と
比
べ
れ
ば
、
か
え

っ
て

「陰
陽
道
信
仰

の
人
」

度
会
春
彦
が
見
え
て
く
る
。
「妙
見
大
菩
薩
御
門
人
」
と
し
て
、
度
会
春
彦
を
奉

じ
た
の
は
、
外
宮
産
土
八
社
に
属
す
る

「巫
」
、
陰
陽
師
で
あ

っ
た
。
度
会
何
某

も
、
「伊
勢

の
男
巫
」
と
し
て
登
場
す
る
。
地
獄
か
ら
蘇

っ
て
、
地
獄
の
舞
を
ま

う
彼
は
、
冥
界
の
神
に
仕
え
る

「巫
」
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
彼
の

「歌
占
」、

北
は
黄
に
南
は
青
く
ひ
が
し
白
に
し
く
れ
な
ゐ
に
そ
あ
い
ろ
の
や
ま

に
し
て
も
、
「蘇
命
路
の
歌
」
、

つ
ま
り

「蘇
り
」
の
歌
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、

鶯
の
か
ひ
こ
の
中
の
ほ
と
と
ぎ
す
し
や
が
父
に
似
て
し
や
が
父
に
似
ず

(万

葉
集
)

と
い
う
歌
も
、
冥
界
と

つ
な
が

っ
て
い
る
。
「
時
鳥
」
は

「死
出

の
田
長
」
と
も

い
っ
て
、
死
者
の
消
息
を
伝
え
て
く
れ
る

「
冥
土
の
鳥
」
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば

い
晦
。
こ
う
し
て
歌
占
は
、
度
会
何
某
が
、
冥
界
の
消
息
に
通
じ
る
巫
蜆

の
徒

で
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伊
勢

の

「歌
占
人
」

あ
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
そ
れ
を

「陰
陽
道
信
仰

の
人
」
度
会
春
彦

に
照
ら

せ
ば
、
度
会
何
某
も
ま
た
、
陰
陽
師

と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
ト
占

の
徒
、
陰
陽
師
が
、
村
々
の
産
土

の
社

に
属
し
て
、
邪
気
や
疫

痛
を
祓
う
ま

つ
り
ご
と
に
従

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
伊
勢

・
志
摩
を
巡
遊

し
て
、
村
々
の
産
土

の
神
祭

に
し
た
が
う
ト
占

の
徒
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

う
し
た
民
間
の
宗
教
者
、
暦
陰
陽
師
か
ら
造
形
さ
れ
た
の
が
、
男
巫

「
神
職
二
見

の
大
夫
度
会
何
某
」
な
の
で
あ
ろ
う
。

[注
]
(1
)
拙
稿

「度
会
春
彦
本
縁
-
度
会
氏
の
祖
先
祭
祀
1
」
(「東
海
学
園

言
語

・

文
学

・
文
化
」
第
七
号
)
平
成
二
十
年
三
月

同

「宿
神
と
し
て
の
妙
見
童
女

像
-
度
会
氏
の
祖
先
祭
祀
と
胞
衣
の
祀
り
ー
」
(「東
海
学
園

言
語

・
文
学

・
文

化
」
第
九
号
)
平
成
二
十
二
年
三
月

同

「伊
勢
の
白
大
夫
伝
説
ー
山
田
の
御

頭
神
事
と
陰
陽
師
ー
」
(「東
海
学
園
大
学
研
究
紀
要
」
第
十
六
号

・
人
文
科
学
研

究
編
)
平
成
二
十
三
年
三
月

(
2
)
柳
田
國
男

「山
宮
考
」
(『定
本
柳
田
國
男
集
』
第
十

一
巻
)

(3
)
拙
稿

「度
会
春
彦
本
縁
-
度
会
氏

の
祖
先
祭
祀
1
」
(「東
海
学
園

言
語

・

文
学

・
文
化
」
第
七
号
)
平
成
二
十
年
三
月

(4
)
本
田
安
次

「伊
勢
神
楽
之
研
究
」

(著
作
集

『
日
本
の
伝
統
芸
能
』
第
七

巻
)
昭
和
四
十
五
年

(5
)
柳
田
國
男

「先
祖
の
話
」
(『
定
本
柳
田
國
男
集
』
第
十
巻
)

(6
)
『
参
宮
の
今
昔
』
(神
宮
教
養
叢
書
第
三
集
)
昭
和
三
十

一
年

(7
)
柳
田
國
男

「唱
門
師
の
話
」

(『定
本
柳
田
國
男
集
』
第
九
巻
)

(8
)
(9
)
斎
藤
英
喜

『陰
陽
師
た
ち
の
日
本
史
』
平
成
二
十
六
年
十
月

(10
)
柳
田
國
男
前
掲

(7
)
論
考

(
1!
)
山
本
ひ
ろ
子

「「牛
頭
天
王
島
渡
り
」
祭
文
の
世
界
」

(『
異
神
-
中
世
日

本

の
秘
教
的
世
界
』)
昭
和
四
十
八
年
三
月

(
12
)
柳
田
國
男
前
掲

(2
)
論
考

(
13
)
山
本
ひ
ろ
子
前
掲

(
11
)
論
考

(
14
)
柳
田
國
男

「
女
性
と
民
間
伝
承
」
(『
定
本
柳
田
國
男
集
』
第
八
巻
)

(
15
)
島
津
忠
夫

『老
の
く
り
ご
と
39
』
(「
上
方
文
藝
研
究
9
」
)
平
成
二
十
四

年
六
月

(
16
)
拙
稿

「神
事
と
連
歌
説
話
-
北
野
天
神
の
歌
詰
橋
説
話
1
」
(『説
話
と
俳

譜
連
歌
の
室
町
』
所
収
)
平
成
二
十
八
年
八
月

(
!7
)
柳
田
國
男
前
掲

(
14
)
論
考

(
18
)
折
口
信
夫

「短
歌
本
質
成
立
の
時
代
」
(『折
口
信
夫
全
集
』
第

一
巻
)

(
19
)
中
西
正
幸

『神
宮
祭
祀
の
研
究
』
平
成
十
九
年
七
月

(
20
)
『
二
見
町
史

史
料
集
』
平
成
四
年
三
月

(
21
)
(
22
)
『
二
見
町
史
』
(二
見
町
史
編
纂
委
員
会
)
昭
和
六
十
三
年
三
月

(
23
)
斎
藤
英
喜
前
掲

(8
)
論
考

(24
)
地
獄
の
曲
舞

に
つ
い
て
は
、
松
岡
心
平

「
「地
獄
の
曲
舞
」
典
拠
考

貞

慶
消
息

・
曽
我
物
語
と
の
関
連
を
め
ぐ

っ
て
」
(『観
世
』

47
-
4
)
昭
和
五
十
五

年
四
月

黒
田
彰

「
歌
占
考
」
(『
中
世
説
話
の
文
学
史
的
環
境

続
』
)
平
成

七
年
四
月

(25
)
福
田
晃

「鳥
獣
草
木
謳

の
意
義
1

「時
鳥
と
兄
弟
」
を
あ
ぐ

っ
て
」
(『
昔

話
の
伝
播
』
所
収
)
昭
和
五
十

一
年
十

一
月
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